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に ほん おっと
日本の夫のジレンマ

つち や けん じ
土屋 賢二

に ほん か てい かね かん り つま し ごと
ほとんどの日本の家庭では、お金の管理は妻の仕事

つま はたら おっと ひつよう かね
である。妻が働いていてもいなくても、夫は必要な金

つま さい ふ がい
を妻からもらっている。財布のひもをにぎっている外

こくじん おとこ み じゅうよう けん り ほう
国人の男から見ると、なぜこのような重要な権利を放

き り かい じっさい に ほん おとこ
棄するのか、理解できないだろう。実際、日本の男で

わ
あるわたしにも、よく分からないのだ。

しゅうかん さいきんはじ むかし きゅうりょう
この習慣は最近始まったことではない。昔は、給料

び おとこ きゅうりょう きゅうりょうぶくろ はい
日になると、男がもらってきた給料を給料袋に入った

ぜんがく つま わた つま かんしゃ き
まま全額、妻に渡し、妻は「ありがとう」と感謝の気

も あらわ ぎ しき おっと いっ か
持ちを表していた。この儀式によって、夫は、一家を

ささ じ ぶん ほこ
支えているのは自分だ、という誇りをもつことができ

ひつよう かね つま
たが、それとひきかえに、必要な金は妻にもらわなく

てはならなかった。

さいきん きゅうりょう ぎんこう ふ こ
最近では、給料は銀行に振り込まれるようになった

ぎ しき すがた け か けい かん り つま ぎん
ため、この儀式は姿を消し、家計を管理する妻は、銀

こう かね ひ だ そうとうすう おっと
行からお金を引き出すだけでよくなった。相当数の夫

よ きんつうちょう し かね
は、預金通帳がどこにあるかを知らず、ATM でお金

ひ だ おし
を引き出すためのパスワードを教えられていない。

けっ か つま かね てん ふ おも
この結果、妻は「金は天から降ってくるもの」と思

おっと かね つま おも
うようになり、夫は「金は妻にもらうもの」と思うよ

いま おっと つま ひつよう かね
うになった。今では、夫が妻から必要な金をもらうと

かんしゃ き も あらわ
きに「ありがとう」と感謝の気持ちを表すようになっ

ている。

に ほん つま つよ に ほん おとこ ほこ
こうして、日本の妻は強くなり、日本の男は誇りを

うしな に ほん おとこ きゅうりょう ぎんこう ふ こ せい ど
失った。日本の男たちは、給料を銀行に振り込む制度

わる かんが あやま ぎんこう ふ
が悪いと考えているが、それは誤りである。銀行振り

こ よ きんつうちょう おっと かん り
込みがあったとしても、預金通帳を夫が管理していれ

じ たい げんいん
ばこのような事態にはならなかっただろう。原因は、

きゅうりょう ぜんがくつま わた しゅうかん
給料を全額妻に渡す習慣にある。

すいそく しゅうかん うら かね
わたしの推測では、この習慣の裏には、「お金にこ

は でんとうてき び い しき
だわるのは恥ずかしいことだ」という伝統的美意識が

りっ ぱ じんぶつ かね こま
ある。たしかに、立派な人物ならお金に細かくこだわ

おとこ だい ふ ごう
ることはないだろう。もし、男が、大富豪であるか、

かね ひつよう にんげん ほんとう かね む かん
お金を必要としない人間であるか、本当にお金に無関

しん りっ ぱ じんぶつ もんだい
心であるかであれば、立派な人物になるのに問題はな

ざんねん に ほん
かっただろう。しかし残念なことに、ほとんどの日本

おっと だい ふ ごう かね かね
の夫は、大富豪ではなく、お金がほしくてお金にこだ

にんげん にんげん りっ ぱ じんぶつ
わる人間である。そういう人間が立派な人物であろう

かね たい ど に ほん
としてお金にこだわらない態度をとるところに、日本

おっと く のう りっ ぱ じんぶつ
の夫の苦悩がある。立派な人物でありたい、しかしお

かね に ほん おっと かか
金もほしい。これが日本の夫が抱えているジレンマで

ある。

ちゃ みずじょ し だいがくきょうじゅ
（お茶の水女子大学教授）
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●〒読者から●〒

私は韓国にある大田保健大学で、教養科目である日本語

を教えている者です。

今年から国の方針で、日本文化が開放され、私どもの大

学では、ほとんどの科で選択、教養、必修等で日本語の授

業をすることになり、私一人で８科７００人ぐらいの学生に

日本語を教えることになりました。

２年制の大学で、１年生から２年生まで各学期授業をし

ますが、教科書の選択がものすごくむずかしいです。

日本語専攻でないものですから、むずかしく教えると学

生にはイヤがられるし、又、あまりかんたんですと何をし

ているのか分からず、困っていたところ、友達が持ってい

た『日本語教育通信』を知りました。これは私にとっても

学生にとってもものすごくためになり参考になりました。

ある意味でむずかしい教科書よりもずっと勉強になり、

これからもぜひ授業の参考にしたいと思いますので、どう

ぞよろしくおねがいいたします。

（大韓民国 大田保健大学 李 福順）
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�お手紙は編集部で要約・編集して掲載しました。

土屋賢二（つちや けんじ）

お茶の水女子大学文教育学部哲学科教授。東京大学大学

院人文科学研究科哲学専攻博士課程修了。著書は「ギリ

シア人の経験」「われ笑う、ゆえにわれあり」「われ大い

に笑う、ゆえにわれ笑う」など多数。また週間文春でエッ

セイ「棚から哲学」を好評連載中。
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1 だいがく に ほん ご きょういく
ワシントン・アンド・リー大学での日本語教育

とうだいがく に ほん ご きょういく ねん はじ はじ すうにん
当大学の日本語教育は１９７４年に始まった。初めは数人

がくせい はじ じょじょ がくせいすう ぞう か げんざい
の学生で始まったが、徐々に学生数が増加し、現在は１

ねんせい にん ねんせい にん ねんせい にん ねんせいひと り ねん
年生１５人、２年生１３人、３年生６人、４年生１人、５年

せいひと り ひっしゃ ねんせい じんきょう
生１人である。筆者が２、３、４年生を、アメリカ人教

し ねんせい ねんせい たんとう ほか じょうきん じょしゅ
師が１年生と５年生を担当している。他に常勤の助手が

ひと り ねんせい こうとう
１人いて１、２年生の口頭ドリルをする。

じゅぎょう ねんせい まいにち じ かん ねん じ かん ねんせい
授業は１、２年生は毎日１時間で年１５０時間、３年生

い じょう しゅう かいねん じ かん とうだいがく がいこく ご ねんがくしゅう
以上は週３回年９０時間である。当大学は外国語２年学習

ひっしゅう おお がくせい こうこう べんきょう ご
が必修で、多くの学生は高校で勉強したスペイン語やフ

ご つづ に ほん きょう み も がくせい に ほん ご
ランス語を続けるが、日本に興味を持った学生が日本語

べんきょう ねんせい みずたに ふ さい
を勉強している。１、２年生は水谷夫妻の“Introduction

ねんせい み うら
to Modern Japanese”を３、４年生は三浦／マグロイン

の“An Integrated Approach to Intermediate Japanese”

つか おし
を使って教えている。

とうだいがく とくちょう に ほん じゅぎょう と
当大学の特徴は、日本のものをいろいろと授業に取り

い てん き と じ しょ よ
入れている点である。カラオケを、聞き取りや辞書を読

れんしゅう り よう わ しょく つく かた
む練習をするために利用したり、和食のレシピ（作り方）

よ れんしゅう あと りょう り つく さら
を読む練習をした後でその料理を作ったりする。更に、

さいしん おお かつよう がくせい ねん
最新のテクノロジーも大いに活用している。学生は１年

せい はじ に ほん ご
生の初めからランゲージ・ラボで日本語のワープロを

つか もち み
使ったり、バーコードを用いてレーザーディスクを見た

もち どく じ かいはつ
り、レーザーディスクを用いてここで独自に開発したコ

きょうざい つか とうだいがく さつえい
ンピュータ教材を使ったり、当大学で撮影したビデオを

つか つく きょうざい かい わ おぼ
使って作ったコンピュータ教材で会話を覚えたりしてい

きょう し に ほん ご り よう
る。教師は日本語のEメールを利用してハンドアウトを

はい ふ がくせい
配布したり、学生とコミュニケーションをはかったりし

ている。

ちゅうもく
インターネットが注目されるようになってからは、３

ねんせい い じょう まいしゅういち ど きんよう び
年生以上のクラスで毎週一度金曜日にランゲージ・ラボ

に ほん ご じ ぶん つく
で日本語で自分のホームページを作るアクティビティー

と い じゅぎょう じ かん じ かん いえ ぶんしょう か
も取り入れた。授業時間（１２時間）、家で文章を書いた

ま ちが なお じ かん すう じ かん ごうけい
り間違いを直したりする時間（３０数時間）など合計して

やく じ かん じゅうじつ あ
約５０時間もあればかなり充実したホームページができ上

か れんしゅう おも はじ よ そう い
がる。書く練習にいいだろうと思って始めたが、予想以

じょう こう か かた よん ぎ のうぜん ぶ の
上に効果があり、やり方によって四技能全部が伸ばせる

わ に ほん ご つか かんきょう
ことが分かった。コンピュータで日本語が使える環境に

さくせい かんたん
あれば、ホームページ作成のアクティビティーは簡単な

とうだいがく おこな さく
ので、このレポートでは当大学で行ったホームページ作

せい じつじょう ほうこく
成のアクティビティーの実情について報告したい。

2 さくせい
ホームページ作成のアクティビティー

すうねんまえ に ほん ご
数年前から、インターネットで日本語のホームページ

つく いま さくせい よ きょうざい ほか に ほん ご せんせい
を作って今までに作成した読み教材を他の日本語の先生

かた ちゅう ねんあき じっけんてき がく
方とシェアしてきたが（注１）、１９９５年秋、実験的に学

せい に ほん ご つく がくせい はん
生に日本語でホームページを作らせてみたら、学生の反

のう ひ じょう よ ねん せい き じゅぎょう いっかん
応が非常に良かったので、１９９６年より正規の授業の一環

ねんせい ねんせい づく
として３年生と４年生にホームページ作りをさせたとこ

さまざま はんめい
ろ、様々なメリットがあることが判明した。このレポー

トでは、

がくせい か の か てい
１．学生が書いたものがホームページに載るまでの過程

に ほん ご がくしゅう し よう さい り てん
２．インターネットを日本語学習に使用した際の利点

づく り てん
３．ホームページ作りの利点

づく もんだいてん かいけつほう
４．ホームページ作りの問題点とその解決法

ろん
について論じる。

さく せい

ホームページの作成による
に ほん ご がく しゅう

日本語学習
べい こく
米国

教育実践レポート●１１ コンピュータを利用した
新しい日本語学習の試み

うじ いえ けん いち
氏家研一

とくしょく に ほん ご きょういく じっせん
このコーナーでは、特色ある日本語教育を実践してい

き かん きょう し かたがた げん ば
る機関の教師の方々に、現場のコースデザインやコース

うんえい じょうきょう しょうかい
運営の状況について、紹介していただきます。

がくせい さくせい よ れんしゅう ふうけい
学生が作成したホームページの読み練習の風景

だいがく
ワシントン・アンド・リー大学

とうようがく ぶ に ほん ご か じょきょうじゅ
東洋学部日本語科助教授
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3 がくせい か の か てい
学生が書いたものがホームページに載るまでの過程

に ほん ご ぶんしょ さくせい
３‐１．日本語ワープロで文書を作成

さくせい さいしょ だんかい に ほん ご
ホームページ作成の最初の段階は、日本語のワープロ

つか ぶんしょ さくせい な
を使って文書を作成することである。ワープロに慣れさ

お さまざま さ ぎょう はじ
せるためにプロセスを追って様々な作業をさせる。初め

ちょうおん はつおん そくおん とくべつ も じ えい
に、長音、発音、促音などの特別な文字やカタカナ、英

ぶん か かた がくしゅう がくせい か かた な
文の書き方などの学習をする。学生が書き方に慣れたら、

つぎ きょう し かみ か かんたん ぶんしょう まった おな か
次に、教師が紙に書いた簡単な文章を全く同じように書

れんしゅう さら
く練習をさせる。更に、「きのうバーガーキングでミル

みっ ちゅうもん かた か な こと ば ちょう
クシェーキを三つ注文しました」など片仮名の言葉、長

おん そくおん はい ぶん つか き と
音、促音などがたくさん入っている文を使って聞き取り

れんしゅう き と れんしゅう だんかい がくせい ま ちが
練習をする。この聞き取り練習の段階で、学生の間違い

きょねん きょうねん いっしょ い しょ ちょうおん そくおん
から「去年」－「享年」、「一緒」－「遺書」など長音、促音

に ほん ご なか い か じゅうよう じつれい しょうかい せつ
などが日本語の中で如何に重要か実例を紹介しながら説

めい だんかい へ に ほん ご がくしゅう
明できる。これらの段階を経て日本語を学習すれば、ワー

つか かた じょうたつ じ ゆう じ ざい つか
プロの使い方が上達してかなり自由自在に使いこなせる

よ ぎ じゅつ か ぎ じゅつ き ぎ
ようになるばかりでなく、読む技術、書く技術、聞く技

じゅつ どう じ しゅうとく
術も同時に習得できるというメリットがある。

ぶんしょ へんかん ぶんしょ ていせい
３‐２．HTML文書への変換、HTML文書の訂正

に ほん ご てい ど ぶんしょう か
日本語のワープロである程度文章が書けるようになっ

つぎ だんかい よ
たら、次の段階はそれがインターネットで読めるように

ぶんしょ へんかん さ ぎょう の
HTML文書へ変換する作業である。ホームページに載

に ほん ご ぶん か とき とく
せるための日本語の文をワープロで書いている時には特

べつ ぎ じゅつ ひつよう ぶんしょ へんかん さい
別な技術は必要ないが、HTML文書に変換する際いく

がくしゅう とく だい じ
つかのコマンドを学習しなければならない。特に大事な

つく ちゅう
のは、リンクを作るためのコマンド（注２）、イメージ

い ちゅう
を入れるためのコマンド（注３）などである。しかし、

なん ど く かえ し よう なんかい
これらのコマンドは何度も繰り返し使用するので、何回

つか し ぜん おぼ
か使っているうちに自然に覚えてしまう。

い ぶんしょ あ
コマンドを入れてHTML文書ができ上がったら、そ

ぶんしょ い だ つか
れを文書を入れたり出したりするソフトを使ってイン

み じょう
ターネットで見られるようにする。インターネット上で

じっさい か ぶんしょ み ま ちが ていせい
実際に書いた文書を見て、間違いがあったり、訂正した

ば あい つか かんたん なお
いところがある場合、そのソフトを使って簡単に直して

おく かんぜん あ
またインターネットに送れば完全なものができ上がる。

さいきん さくせいよう で
また、最近はホームページ作成用のソフトがかなり出

まわ ざいせいてき よ ゆう こうにゅう
回っているので、財政的に余裕があればそれらを購入

つか おぼ ひつよう
して使うことができ、いちいちコマンドを覚える必要は

まった かんたん つく
全くなく簡単に作れる。

4 に ほん ご がくしゅう し よう さい り てん
インターネットを日本語学習に使用した際の利点

か み しゅうせい つい か さくじょ
４‐１．書いたものがすぐ見られ、修正・追加・削除など

へんこう よう い か のう
の変更が容易に可能

さいだい とくちょう よう
インターネットの最大の特徴は、ホームページ用に

さまざま ぶんしょう か か ぶんしょう ただ
様々な文章を書き、書いた文章が正しいかどうかチェッ

とき み おな か
クする時にそれがすぐに見られることである。同じ書く

さ ぎょう さくぶん か せんせい てんさく ば あい てい
作業でも、作文を書き先生に添削してもらう場合は、提

しゅつ じ ぶん か み
出してからしばらくしないと自分の書いたものが見られ

ば あい ぶんしょ
ないが、ホームページの場合はHTML文書にしたらす

じょう ぶんしょ
ぐにインターネット上で文書をチェックすることができ

がくせい はつおん れんしゅう
る。これは、ランゲージ・ラボで学生が発音の練習をし

せんせい ば はつおん きょうせい おな
ていて先生にその場で発音を矯正してもらうのと同じで、

か ば み ま ちが ば あいそく
書いてすぐその場で見られると、間違いがあった場合即

ざ なお か のう
座に直すことが可能になる。

ひと り てん い せい し が き ぶん
もう一つの利点は、入れた静止画が気にくわない、文

しょう ま ちが いろ
章に間違いがあった、バックグラウンドとテキストの色

あ へんこう ひつよう とき かんたん
がうまく合わないなど、変更が必要になった時、簡単に

とくちょう か み
できることである。この特徴は書いたものをすぐ見るこ

じょう き とくちょう とも ひ じょう じゅうよう とくちょう
とができるという上記の特徴と共に非常に重要な特徴で

へんこう じ かん がくせい めんどうくさ
ある。変更に時間がかかるようであれば、学生が面倒臭

かん かんたん へんこう
いと感じるであろうが、簡単に変更することができて、

へんこう そく ざ み がくせい きょう み
しかも変更したものが即座に見られれば、学生の興味が

じ ぞく よ つく い よく
持続するばかりでなくより良いものを作ろうという意欲

わ
も湧いてくる。

じ ぶん す
４‐２．自分の好きなようにデザインできる

つく ひと この こと
ホームページは作る人の好みによってそれぞれ異なる。

けいしき いちまい なが
スクロール形式にして一枚の長いものにすることもでき

つく ちが ところ い
れば、リンクをたくさん作っていろいろ違う所に行ける

ようにすることもできる。また、バックグラウンドやテ

いろ じ ぶん す いろ えら つか
キストの色を自分の好きな色を選んで使うこともできる。

おお み
フォントを大きくして見やすいようにデザインすること

もできるし、フリーウェアのグラフィックをコピーして

し かくこう か たか なに こう か てき
視覚効果を高めることもできる。何か効果的なグラ

ほ とき ちゅう
フィックが欲しい時には「ヤフー（Yahoo）」（注４）な

けんさく り よう じ ぶん て い
どの検索を利用して自分の手に入れたいフリーウエアを

がくせい なお ま ちが ひっしゃ
学生が直した間違いをチェックする筆者
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かんたん
コピーしてホームページにペーストすることも簡単にで

けいせん
きる。バックグラウンド、アイコン、イメージ、罫線、

や じるし さまざま む りょう よう い て い
矢印など様々なものが無料で容易に手に入れられるので、

たの づく きょう み ぶか
その楽しみもホームページ作りをより興味深いものにす

とくちょう いっけん に ほん ご ぶんしょ か まった む かん
る。この特徴は一見日本語の文書を書くことと全く無関

けい おも がくせい じゅうよう よう そ がくせい
係に思えるが、学生には重要な要素になっている。学生

ほか ひと よ き も
には他の人に読んでもらえるという気持ちがあるので、

さまざま く し じ ぶん
様々なグラフィックを駆使して自分のホームページをで

ど りょく
きるだけきれいなものにしようと努力する。

み ひと はんのう
また、ホームページを見た人から反応をもらいたいと

おも じ ぶんあて でん し つく
思ったら、自分宛の電子メールのリンクを作っておけば

かんそう い けん
感想、意見、アドバイスなどがすぐもらえる。もらった

に ほん ご よ なま に ほん ご よ れんしゅう
日本語を読むのは生の日本語を読む練習になるし、ほと

ば あいがくせい つく ないよう
んどの場合学生が作ったホームページの内容についての

はなし がくせい わ こ じんてき つ
話なので、学生にも分かりやすい。そこから個人的な付

あ はじ じゅぎょう なか きょう し に ほん ご い がい に
き合いが始まれば、授業の中での教師の日本語以外の日

ほん ご せっ がくせい ひ じょう ゆうえき
本語に接することにもなって学生には非常に有益である。

5 づく り てん
ホームページ作りの利点

なに つく あ まんぞくかん たっせいかん え
５‐１．何かを作り上げたという満足感・達成感が得られる

づく とお がくせい え いちばんおお
ホームページ作りを通して学生が得られる一番大きい

がくしゅう ぶんぽう ご い つか じ ぶん
ものは、学習した文法・語彙を使って自分でまとまった

さくせい まんぞくかん たっせいかん
ものを作成したという満足感・達成感である。もちろん、

か はっぴょう とき さくぶん か お とき
スピーチを書いて発表した時や作文を書き終えた時など

てい ど まんぞくかん たっせいかん かん
にもある程度満足感・達成感を感じるが、ホームページ

ば あい じ ぶん さくせい く ろう けっしょう じょう
の場合は自分で作成した苦労の結晶がインターネット上

のこ つよ まんぞくかん たっせいかん かん
に残るので、なおさら強い満足感・達成感を感じるよう

に ほん ご
だ。また、ホームページができるまでに、日本語のワー

つか ぶんしょ さくせい
プロが使いこなせるようになる、HTML文書を作成す

おぼ ぶんしょ なんかい へんこう
るためにコマンドを覚える、文書を何回も変更する、と

あ なが
いうようにでき上がるまでのプロセスがかなり長いので、

じ ぶん つく あいちゃく かん
自分が作ったホームページに愛着を感じるようになる。

がくせい じ ぶん なが
ある学生は自分のホームページが長くなるにつれて、

つく よろこ ま ふ い よく
「作る喜びが増し、もっともっと増やそうという意欲が

わ い に ほんじん じ ぶん
湧いてきた」と言っていた。また、ある日本人に自分の

よ がくせい かん じ おお はい
ページを読んでもらった学生は、漢字があまり多く入っ

し てき い しきてき かん じ つか
ていないことを指摘され意識的に漢字を使うようになり、

み め かん じ おお み い
「見た目も漢字が多くなって見やすくなった」と言って

よろこ く ろう つく
喜んでいた。苦労して作ったページがインターネットに

のこ さくせい ほか ひと み
残って、作成したものを他の人に見てもらえるだけでな

でん し てん
く電子メールでコメントがもらえる、などという点から

おお まんぞくかん たっせいかん かん
大きい満足感・達成感を感じることができる。

い ぜんがくしゅう き ほんてきぶんけい ふくしゅう かずおお
５‐２．以前学習した基本的文型の復習が数多くできる

こ とし ねんせい ねんせい つく
今年は３年生と４年生にホームページを作らせたが、

がくせい か ぶんしょう なか かんたん きわ じゅうよう ま ちが
学生が書いた文章の中には簡単だが極めて重要な間違い

べんきょう ほう たの
がたくさんあった。「勉強するよりデートするの方が楽

ちい まち
しいです」、「レキシントンは小さいときれいな町です」、

い び じゅつかん え み
「ワシントンDCに行きて、美術館でたくさん絵を見ま

ねんせい なら き ほんてき ぶんぽう ま ちが
した」など１、２年生で習った基本的な文法の間違いが

め だ しょきゅう だんかい ぶんぽうこうもく
目立った。それは、初級の段階である文法項目をあるレッ

なか なら しゅうちゅうてき こうとう れん しゅう
スンの中で習って集中的に口頭練習をたくさんしても、

ご おな ぶんぽうこうもく で あ すくな わす
その後同じ文法項目に出会うことが少なくなり、忘れて

ま ちが とき ふ つう ま ちが か せん
しまうためだ。間違いがあった時、普通は間違いに下線

ひ がくせい なお きょうつう み ま
を引いて学生に直させたが、みんなに共通に見られる間

ちが ば あい ひと り がくせい ま ちが
違いの場合には一人の学生の間違いをコピーしてクラス

ぜんいん わた じ ぶんたち なお
の全員に渡して自分達で直

じゅうよう
させた。ここで重要な点は、

きょう し ま ちが し てき
教師が間違いを指摘するだ

なお
けで、直すということをし

てん きょう し なお
ない点である。教師が直す

がくせい たん ま ちが
と、学生は単にその間違い

み お
を見るだけで終わってしま

きょういくこう か
い、あまり教育効果がない。

た しょう じ かん じ ぶん
多少時間がかかっても自分

たち ま ちが
達でどうしてそれが間違い

き づ ほう
なのか気付かせる方がはる

こう か な ぜ
かに効果がある。何故だめ

なっとく あと
なのか納得させた後でその

ぶんぽうこうもく こうとう
文法項目を口頭でドリルを

き ほんてき ぶんけい
した。これは基本的な文型

ふくしゅう ひ じょう こう か
の復習に非常に効果がある。

教育実践レポート●１１コンピュータを利用した新しい日本語学習の試み

がくせい さくせい れい
学生が作成したホームページの例�（http : //www.wlu.edu/～earthur/）
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よん ぎ のう の
５‐３．四技能すべてが伸ばせる

さくせい か てい か のうりょく の
ホームページ作成の過程で書く能力が伸ばせることは

あき ほか よ き はな みっ ぎ のう の
明らかだが、他に読む、聞く、話すの３つの技能も伸ば

じ ぶん か かくにん さ ぎょう きょう
すことができる。自分が書いたものを確認する作業、 教

し し てき ま ちが なお さ ぎょう ほか がくせい か
師に指摘された間違いを直す作業、他の学生が書いたも

よ さ ぎょう とお よ のうりょく の さら とうだい
のを読む作業を通して読む能力が伸ばせる。更に、当大

がく ば あいじっさい じ ぶん か わ こと ば
学の場合実際に自分が書いたものを分かりやすい言葉で

ほか がくせい せつめい れんしゅう がくせい せつ
他の学生に説明する練習もする。また、その学生の説

めい き しつもん じ ぶん い けん の れん
明を聞いて質問をしたり、自分の意見を述べたりする練

しゅう か てい とお はな のうりょく き のうりょく
習もするので、この過程を通して話す能力も聞く能力も

の か のう
伸ばすことが可能である。

がくせいしゅたい じゅぎょう いとな
５‐４．学生主体の授業が営める

いっぱんてき ふ つう に ほん ご じゅぎょう きょう し じゅぎょう しゅどう
一般的に普通の日本語の授業では、教師が授業の主導

けん にぎ きょう し じゅぎょう ないよう じゅん び き
権を握っていて、教師が授業の内容を準備し、ある決まっ

じゅぎょう おこな がくせい きょう し しつもん こた よ
たペースで授業を行う。学生は教師の質問に答える、読

もの よ か しつもん こた きょう し し じ
み物を読んで書いてある質問に答える、など教師の指示

とくてい さ ぎょう つく
である特定の作業をする。ところが、ホームページを作

さ ぎょう はじ きょう し か
る作業は、初めは教師がどんなトピックについて書けば

ぐ たいてき れい しめ じっさい さ ぎょう
いいか具体的な例を示すが、実際の作業をするのはすべ

がくせい がくせい き か ないよう かんが
て学生である。学生がトピックを決め、書く内容を考え、

じっさい か さ ぎょう おこな じ ぶん かんが
実際に書く作業を行い、デザインなどもすべて自分で考

がくせい か ぶんしょう ま ちが すく はや すす
える。学生が書いた文章に間違いが少なければ早く進む

たい だ がくせい しゅくだい か りょう
が、怠惰な学生がいて宿題をしてこなかったり、書く量

すく おそ ば あい
が少なければそれだけペースは遅くなる。そういう場合

がん ば か きょう し しっ た げきれい
には頑張ってもっと書くように教師が叱咤激励する。も

じゅぎょう きょう し
ちろん授業のペースは教師がコントロールするわけであ

がくせい じ ぶん じゅぎょう
るが、学生はさも自分が１００パーセント授業をコントロー

さっかく も よ じゅん び
ルしているかのような錯覚を持つ。それで、良く準備し

ま ちが すく とき なが まんぞくかん
てきて間違いが少ない時にはスムーズに流れて満足感を

あじ しゅくだい こ ま ちが
味わう。ところが、宿題をして来なかったり、間違いが

おお ば あい ち ち すす がくせい ざいあくかん かん
多くある場合には遅々として進まず学生は罪悪感を感じ

ば あい がくせいしゅたい じゅぎょう
る。いずれの場合にしても学生主体の授業になる。

6 づく もんだいてん かいけつほう
ホームページ作りの問題点とその解決法

つく さ ぎょう じょう き さまざま
ホームページを作る作業には上記のように様々なメ

もんだいてん そんざい
リットがあるが、もちろん問題点もいくつか存在する。

だい た すう がくせい きょう み しめ きょう み しめ がく
まず、大多数の学生は興味を示すが、興味を示さない学

せい がくせい し どう おお もんだい
生もいる。その学生をどう指導するかが大きい問題にな

とうだいがく ば あい がくせい か
る。当大学の場合、学生が書けそうなトピックをこちら

あ いま ほか がくせい か み
から上げたり、今までに他の学生が書いたものを見せた

じ ぶん か ざいりょう がくせい えら
りすることによって、自分にも書ける材料を学生に選ば

かいけつ
せることで解決した。

さくせい さ ぎょう きょう し ふ たん ふ
また、ホームページ作成の作業は教師の負担を増やし

とうだいがく ば あい ねんせい おお
てしまう。当大学の場合は３、４年生はいつも多くて４、

にん がくせい おか ま ちが ていせい かんたん
５人なので、学生が犯した間違いの訂正が簡単にできる。

ひと がくせいすう にん しゅうりつ
ところが、一つのクラスの学生数が３０人などという州立

だいがく ば あい ひと り きょう し こ こ がくせい ま ちが し てき
大学の場合は一人の教師が個々の学生の間違いを指摘し

きょう し ふ たん ふ
なくてはいけないので、それだけ教師の負担が増えてし

つね あたら はじ よ けい ふ たん きょう し
まう。常に新しいことを始めると余計な負担が教師にか

さくせい ば あい まった おな げんざい
かるが、ホームページ作成の場合も全く同じで、現在の

し ごとりょう さくせい てんびん
仕事量とホームページ作成というプロジェクトを天秤に

おこな き
かけて行うかどうか決めなくてはいけない。

7 こん ご か だい
まとめと今後の課題

か の
このレポートでは、書いたものがホームページに載る

に ほん ご きょういく さくせい り
までのプロセス、日本語教育でのホームページ作成の利

てん きょういくこう か さくせい もんだいてん ろん
点、教育効果、ホームページ作成の問題点について論じ

こん ご か だい つく
た。今後の課題として、ホームページを作るプロジェク

とお じっさいがくせい か のうりょく てい ど の
トを通して実際学生の書く能力がどの程度伸びるのか

すう じ あき おも がくせい
を数字で明らかにすることだと思われる。学生をホーム

つく がくせい
ページを作るプロジェクトをした学生のグループとその

がくせい わ ひ かく
プロジェクトをしなかった学生のグループに分けて比較

たいしょう なん ほうほう ふた ちが
対照して何らかの方法で二つのグループの違いをはっき

ひつようせい ほか に ほん ご きょういく き
りさせる必要性があるだろう。また、他の日本語教育機

かん つく おこな
関でもホームページを作らせるプロジェクトを行ってお

たが じょうほうこうかん きょうどうけんきゅう かたち
互いに情報交換ができれば、共同研究という形でもっと

こうはん い けんきゅう
広範囲な研究ができるようになるであろう。

がくせい さくせい れい
学生が作成したホームページの例�（http : //www.wlu.edu/～dseo/）

きゃく ちゅう
脚 注

�http：／／www.wlu.edu／～kujie

ぶんしょ な まえ ぶんしょ
�〈a href=“HTML文書の名前”〉HTML文書のタイトル〈／a〉

な まえ
�〈IMG SRC=“グラフィックの名前”〉グラフィックのタイトル

に ほん ご
�日本語のURL：http：／／www.yahoo.or.jp、

えい ご
英語のURL：http：／／www.yahoo.com
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● はじめに ●

こくさいこうりゅう き きん へいせいがん ねん ど じ ぎょうりつあん
国際交流基金は、平成元（１９８９）年度より、事業立案

さんこう まいとし かいがい せんもん か まね こくさい
の参考とするため、毎年、海外の専門家を招いて「国際

こんだんかい かいさい
懇談会」を開催しています。

こんねん ど かんさいこくさい しゅさい がいこうかん
今年度は、関西国際センターの主催により、外交官の

けんしゅう えいこく べいこく ちゅうごく がいこうかんけん
研修をテーマに、英国、米国、ロシア、中国の外交官研

しゅう き かん せんもん か めい まね ねん がつ にち おお
修機関から専門家４名をお招きし、１９９９年１月２３日に大

さか かんさいこくさい かいさい
阪（関西国際センター・ホール）で開催しました。

とうじつ に ほん ご きょういくかんけいしゃ ざいにちこうかん やく めい
当日は、日本語教育関係者、在日公館などから約７０名

さん か ゆう い ぎ こんだんかい
のご参加をいただき、有意義な懇談会となりました。

● パネルディスカッション ●

ぼうとう たか み ざわはじめしょう わ じょ し だいがくきょうじゅ
冒頭、コーディネーターの高見澤孟昭和女子大学教授

じ こく がいこうかん たい がいこく ご けんしゅう がいこうかつどう
より、自国の外交官に対する外国語研修は、外交活動の

き そ かっこく た だい よ さん ちゅうにゅう
基礎となるため各国とも多大な予算とエネルギーを注入

じっせき けいけん に ほん ご きょういく し さ
しており、その実績と経験は日本語教育にとっても示唆

と ないよう しゅ し せつめい
に富む内容となるだろう、との趣旨説明がありました。

かっこく
パネルディスカッションは、セッションごとに各国パ

はっぴょう い けんこうかん さい ご
ネリストの発表および意見交換が行われ、最後にフロア

さん か しゃ かっぱつ しつ ぎ おうとう おこな
の参加者との活発な質疑応答が行われました。

かっ こく がい こう かん けんしゅう き かん がい よう
１．各国外交官研修・機関の概要

だい
［第１セッション］

けんしゅう い ち
� 研修の位置づけ

えいこく べいこく けんしゅうしゃ たいはん がい む しょう せい ふ しょくいん
英国、米国は、研修者の大半が外務省などの政府職員

たい ちゅうごく がい む しょうかんかつ
であるのに対し、中国、ロシアは、外務省管轄でありな

きょういく けんきゅう き かん き のう つよ も がくしゅうしゃ
がら教育・研究機関としての機能を強く持ち、学習者の

がくせい
ほとんどが学生となっています。

けんしゅうたいしょうしゃ
� 研修対象者

えいこく ぜんたい さい だいこうはん
英国ではキャリア全体（１８歳から５０代後半）にわたっ

けんしゅう う べいこく ふ にんまえ せい ふ しょくいん
て研修を受けることができ、米国では赴任前の政府職員

へいきんやく さい せいじん か ぞく たいしょう
（平均約４０歳）やその成人家族も対象となります。

ちゅうごく がいこうかん こくさいてき ぶん や せんもん か
中国とロシアでは、外交官や国際的な分野の専門家を

め ざ がくせい たいしょう たか わりあい
目指す学生を対象とし、きわめて高い割合で（ロシアの

ば あい やく わり がい む しょう にゅうしょう げんしょくがいこうかん じょうきゅう
場合、約８割）外務省に入省します。現職外交官の上級

けんしゅう おこな とく ちゅうごく きんりんしょこく わか て がいこう
研修も行っており、特に中国では、近隣諸国の若手外交

かん む ちゅうごく ご けんしゅう じっ し
官向けに中国語研修も実施しています。

けんしゅう き ぼ
� 研修の規模

えいこく べいこく やく やく しゅ
英国、米国、ロシアでは、それぞれ約８０、約６０、５２種

るい がいこく ご けんしゅう おこな ちゅうごく がく ぶ ていがく
類の外国語研修が行われています。中国では、学部低学

ねん えい ご ご に ほん ご こくさいけん
年レベルでそれぞれ英語、フランス語、日本語が国際研

きゅう ふくせんこう がくしゅう
究の副専攻として学習されます。

ねんかん けんしゅうしゃ がいすう えいこく めい べいこく めい
年間の研修者の概数は、英国が４００名、米国が１，７００名、

めい はんすう えい ご に ほん ご めい
ロシアは６，０００名（半数が英語、日本語は約１００名）で、

ちゅうごく しゃかいじん だいがくいんせい ふく めい
中国は社会人・大学院生を含め２，０００名です。

けんしゅう えいこく めい ひ じょうきんこう し うんえい ぶ もんしょく
研修スタッフは、英国８５名（非常勤講師、運営部門職

いん ふく べいこく ぼ ご わ しゃ きょうかん めい ちゅうごく じょうきん
員を含む）、米国は母語話者の教官が２００名、中国は常勤

きょうかん めい ぜんたい めい しょくいん きょうかん
の教官１７０名で全体で４００名の職員、また、ロシアは教官

めい
５００名となっています。

けんしゅう き かん
� 研修期間

えいこく べいこく げん ご なん い ど けんしゅう き かん ぶん
英国と米国は言語の難易度により研修期間を４つに分

るい べいこく えい ご ちか せいおう げん ご しゅう
類しています。米国では、英語に近い西欧の言語は２４週

かん いっぽう もっと しゅうとくこんなん に ほん ご ちゅうごく ご かんこく
間、一方、最も習得困難とされる日本語、中国語、韓国

ご ご しゅうかん よこはま たいぺい
語、アラビア語は８８週間で、それぞれ横浜、台北、ソウ

かいがいけんしゅう もう
ル、チュニスに海外研修センターを設けています。

がく ぶ か てい ねん せんもん か てい ねん しゅう し か てい
ロシアでは、学部課程４年、専門課程５年、修士課程

ねん わ
６年に分かれています。

ちゅうごく ねんかん いっぱんがいこく ご きょうよう か てい へ
中国では、２年間の一般外国語（教養）課程を経て、

こうがくねん じ がいこうがく せんもん か もく せんもんがいこく ご きょういく じっ
高学年次に外交学などの専門科目と専門外国語教育が実

し
施されます。

だい かい こく さい こん だん かい

第１０回国際懇談会
せん もん ぶん や に ほん ご きょう いく かんが せ かい がい こう かん けん しゅう

「専門分野の日本語教育を考える－世界の外交官研修」

こく さい こう りゅう き きん かん さい こく さい けん しゅう じ ぎょう か
国際交流基金関西国際センター研修事業課

とく
特特

べつ
別別

ほう
報報

こく
告告

かいがいさん か しゃ
海外参加者

えい こく
【英国】ヴァネッサ・デイヴィス Dr. Vanessa L. Davies

がい む しょうがいこうかん ご がくけんしゅうじょしょちょう
（外務省外交官語学研修所所長）

べい こく
【米国】メアリー・キム Dr. Wha-Chun Mary Kim

こく む しょうがいこうかんけんしゅうじょじょうきゅう ぺ きんかん わ に ほん ご かんこく ご たんとう
（国務省外交官研修所上級北京官話・日本語・韓国語担当スーパーバイザー）

ちゅう ごく にん しょうへい
【中国】任 小萍 Prof. Xiaoping Ren

がいこうがくいんふくがくちょう がくきょうじゅ
（外交学院副学長／アメリカ学教授）

【ロシア】オレグ・ウリツフェローヴァ Dr. Oleg G. Ultsiferov

こくさいかんけいだいがく がく ぶ ちょう ご がく り しゅうきょうじゅほう い いんかい い いんちょう
（モスクワ国際関係大学インド・イラン学部長／語学履修教授法委員会委員長）

こくない い い ん
国内委員

たか み ざわ はじめ
【コーディネーター】高見澤 孟 Prof. Hajime Takamizawa

しょう わ じょ し だいがくぶんがく ぶ きょうじゅ
（昭和女子大学文学部教授）

す どう のり お
【コメンテーター】須藤 紀夫 Mr. Norio Sudoh

がい む しょうけんしゅうじょきょう む しゅ じ
（外務省研修所教務主事）

にし お けい こ
【コメンテーター】西尾 珪子 Ms. Keiko Nishio

しゃだんほうじんこくさい に ほん ご ふ きゅうきょうかい り じ ちょう
（社団法人国際日本語普及協会理事長）
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きょう いく もく ひょう くん れん ほう ほう だい
２．教育目標と訓練方法［第２セッション］

とうたつもくひょう がいこく ご のうりょく
� 到達目標と外国語能力

えいこく べいこく がいこうかん ふ にんまえけんしゅう おも けんしゅう えいこく
英国、米国では外交官の赴任前研修が主な研修（英国で

にん ち ひつよう がいこく ご しゅうとく ち いきぶん か
は８５％）で、任地で必要なレベルの外国語習得、地域文化

がくしゅう きょういくもくひょう めいかく せってい
の学習などについて教育目標が明確に設定されています。

ちゅうごく おも きょういくもくひょう がいこうかん し けん
中国とロシアでは、主な教育目標は外交官試験のため

じゅん び がいこく ご がくねん こっ か がいこく
の準備です。外国語については、学年ごとに国家の外国

ご がくしゅう い いんかい せってい き じゅん たっせいもくひょう
語学習委員会が設定した規準を達成目標としています。

きょういくくんれんほうほう
� 教育訓練方法

かっこく けんしゅうせい じゅよう たいおう さまざま けんしゅう じっ し
各国とも、研修生の需要に対応し、様々な研修を実施

ちゅうごく とく ほんやく つうやく くんれん じゅう し
していますが、中国では、特に翻訳・通訳の訓練を重視

しています。

べいこく けんしゅうせい ひょう か けんしゅうせい きょうかん きょうりょく
米国では、研修生のニーズ評価と研修生・教官の協力

かんけい じゅうよう し
関係を重要視してコースがデザインされています。

えいこく こくないがい だいがく ご がくがっこう ていけい
英国では、国内外の大学、語学学校と提携してトレー

もう
ニング・パートナー・プログラムを設けています。

きょうざい
� 教材

えいこく べいこく かいがい しょく む ちょっけつ ち いきじょうせい
英国、米国では、海外での職務に直結した地域情勢の

きょうざい きょうざい じ しゅかいはつ
教材など、ほとんどの教材を自主開発しています。

しょきゅう じょうきゅう ち いきけんきゅうきょう
ロシアでは、初級テキストのほか、上級の地域研究教

ざい とく しょこく じょうせい じんこう ち り ぎょうせい ぶん か とう
材、特にアジア諸国の情勢（人口、地理、行政、文化等）

かん じゅうじつ せんもん か てい こく
に関するテキストが充実しています。専門課程では、国

さいかんけい けいざい ほうりつ じ じ もんだい きょうざい がいこうぶんしょ けいやく
際関係、経済、法律、時事問題の教材、外交文書、契約

しょ つうしんぶん し よう
書、通信文、インターネットなどが使用されています。

かっこく とく ちゅう じょうきゅう じつぶつ
また、各国とも、特に中・上級コースにおいて、実物

きょうざい た よう
教材が多用されています。

きょうかん たいせい
� 教官の体制

えいこく べいこく きょうかん じゅう し ちゅうごく
英国、米国ではネイティブ教官を重視しており、中国

おお きょうかん さいよう
も多くのネイティブ教官を採用しています。ロシアでは、

きょうかん のうりょく げんていてき かんが
ネイティブ教官の能力は限定的に考えられています。

がい こく ご のう りょく そく てい ほう ほう ひょう か
３．外国語能力の測定方法と評価

だい
［第３セッション］

のうりょくひょう か し けんせい ど
� 能力評価と試験制度

えいこく べいこく こうしき し けん たいしょうげん ご じっせんてき しゅうじゅく
英国、米国では、公式試験で対象言語の実践的な習熟

ど そくてい べいこく すべ きょう
度が測定されます。ただし、米国では全てのレベルで共

つう し けん じゅけんしゃ げんかい はか とくちょう た ほう
通の試験を行い、受験者の限界を測る特徴があり、他方、

えいこく さ ていほうほう
英国では、レベルごとの査定方法をとっています。

ちゅうごく ば あい ていちゃく ど せいかく つよ
中国、ロシアの場合は、定着度テストの性格が強いと

たと ちゅうごく がくしゅう か てい ひょう か さいしゅうひょう か
いえます。例えば中国では、学習過程の評価と最終評価、

べつ かく ぎ のうべつ こうせい しゅうかん
コース別および各技能別テストという構成で、週間テス

がっ き ちゅうかん し けん がっ き まつ し けん そつぎょう し けん
ト、学期中間試験、学期末試験、卒業試験、スピーチコ

じっ し
ンテストなどが実施されています。

げん ご のうりょく き じゅつ こくさいひょうじゅん か
なお、言語能力のレベル記述について国際標準化し

ていげん だい えいこく
てはどうかとの提言も、第２セッションにおいて英国か

らなされました。

し けんかん こうせい
� 試験官の構成

きょうかん し けんかん どういつじんぶつ
ロシアでは、教官と試験官は同一人物であることが

じゅうよう じょうきゅう きょうかん し けんもんだい さく
重要とされており、上級コースの教官が試験問題を作

せい し けんかん か
成し、試験官も兼ねます。

えいこく べいこく し けんかん しん さ かん めいべつ
英国、米国では、試験官と審査官が明別されています。

ちゅうごく きょうかん し けんかん か さ
また、中国では、教官が試験官を兼ねることを避け

けいこう つよ げんじょう むずか
る傾向が強いものの、現状では難しいとのことです。

こうとう し けん ふくすう し けんかんせい
ただし、口頭試験などは複数試験官制をとっています。

ほうしゅう ほうしょう
� 報酬と報償

せいせきゆうしゅうしゃ たい だいとうりょうしょう
ロシアでは、成績優秀者に対して大統領賞などがあり

そつぎょう じ たい ほうしょう み
ますが、卒業それ自体が報償と見なされています。

ちゅうごく きょういくしょうかんかつ とういつてきせいせきひょう か しょう
中国では教育省管轄の統一的成績評価があり、その証

めいしょ がくぎょうじょう き のう は
明書は学業上の「パスポート」の機能を果たしています。

えいこく べいこく しょうきゅう たいしょう たか
英国と米国は、昇給などの対象になり、レベルの高い

ひょう か う ゆう り
評価を受けるほど有利になります。

お
パネルディスカッションの終わりに、コメンテーター

にし お けい こ り じ ちょう に ほん ふ にん がいこうかん に ほん ご
の西尾珪子理事長は、日本に赴任した外交官に日本語を

きょうじゅ けいけん なが れき し ふ かん がいこう
教授した経験から、その長い歴史について俯瞰し、外交

かん せんもんべつげん ご きょういく じゅうようせい に ほん ご きょういくかい
官のような専門別言語教育の重要性が日本語教育界でも

にんしき い ぎ
認識される意義についてコメントされました。

さい ご たか み ざわきょうじゅ がいこうかん がいこく ご けんしゅう
最後に、高見澤教授は、「外交官の外国語研修では、

がくしゅうしゃ めいかく は あく じつ む ちょっけつ
学習者のニーズを明確に把握し、実務と直結させている。

かっこく しゅうとう じゅん び た だい ど りょく けいちゅう
そのため、各国とも、周到な準備と多大な努力を傾注し

ひ じょう たか せい か あ わ
ており、非常に高い成果を上げていることが分かった。

に ほん ご きょういく せんもんせい たか ぶん や べつきょういく
日本語教育においても、専門性の高い分野別教育におい

さんこう おお こん ご いっそう けんきゅう のぞ
て参考とすべきものが多く、今後一層の研究が望まれ

そうかつ
る。」と総括されました。

● おわりに ●

せんもんせい げん ご きょういく かんけい し てん に ほん ご きょういく
専門性と言語教育の関係という視点から日本語教育を

かんが こんかい こくさいこんだんかい こころ せんもんべつ に
考えようとした今回の国際懇談会の試みは、「専門別日

ほん ご けんしゅう あたら か だい かか かんさいこくさい
本語研修」という新しい課題を抱えている関西国際セン

じ ぎょう たい おお し さ あた
ターの事業に対し、多くの示唆を与えるものであったと

おも こん ご しょうさい ぶんせき せんもん に ほん ご
思います。また、今後の詳細な分析により、専門日本語

きょういく はってん き よ おも
教育の発展にも寄与するものと思われます。

さい ご こんかい つと
最後になりましたが、今回、パネリストをお務めいた

かくせんもん か かたがた らいじょう かたがた あつ お れい もう
だいた各専門家の方々、ご来場の方々に厚く御礼を申し

あ
上げます。
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……………………………………………………………………………………………………………………………

■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■●■

写 真 で 見 る

た もの に ほん じん す りょう り
「食べ物―日本人が好きな料理」

こくさいこうりゅう き きん に ほん ご こくさい はっこう に ほん ご きょういくよう しゃしん
このコーナーでは、国際交流基金日本語国際センターが発行している、日本語教育用「写真パネ

つか しょちゅうとうきょういく き かん に ほん ご おし せんせいがた に ほんじん せいかつ しょうかい
ルバンク」を使って、初中等教育機関で日本語を教える先生方が、どのように日本人の生活を紹介

ていあん ぶんけい たん ご かん じ しょきゅう がくしゅうしゃ よ
できるかを提案していきます。また、文型、単語、漢字は、初級の学習者でも読めるようにやさし

つか こんかい い しょくじゅう どう ぐ つか に ほんじん す りょう り
いものを使っています。今回は「衣食住と道具シリーズ」を使って、日本人が好きな料理について

と あ こた かんが
取り上げます。クイズもありますので、いっしょに答えを考えてみてください。

に ほん じん ちょう しょく
日本人の朝食

に ほんじん はん た しゃしん に ほんじん ちょうしょく れい
日本人はご飯もパンもよく食べます。写真は日本人の朝食の例です。

しつもん ちょうしょく はん た ひと た ひと おお
質問１ 朝食にご飯を食べる人とパンを食べる人では、どちらが多いでしょうか。

はん しる さかな もの なっとう
ご飯、みそ汁、魚、つけ物、納豆

す に ほん じん
めんの好きな日本人

に ほんじん だい す ちゅうごく りょう り りょう り
日本人は「めん」も大好きです。ラーメンは中国の料理です。スパゲッティはイタリアの料理です。

しつもん に ほんじん す なん
質問２ 日本人がいちばん好きなめんは何でしょうか。

ラーメン

うどん

日 本 人 の 生 活

め だま や
トースト、コーヒー、目玉焼き、サラダ

そば

スパゲッティ
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に ほん りょう り
いろいろな日本料理

に ほん りょう り
日本にはおいしい料理がたくさんあります。

しつもん した りょう り なか こ にん き
質問３ 下の料理の中で、子どもにいちばん人気があるものはどれでしょうか。

つぎ しんぶん
データは次の新聞からとりました。

しつもん あさ ひ しんぶん ねん がつ にち あさ ひ しんぶん せ ろんちょう さ
質問１と２：「朝日新聞」１９９６年５月２６日「朝日新聞世論調査」

しつもん あさ ひ しんぶん ねん がつ にち こ けんきゅうじょ しょく ちょう さ
質問３ ：「朝日新聞」１９９４年１２月１９日「くもん子ども研究所・食スタイルの調査」

たんとうしゃ なかむらまさ こ に ほん ご こくさい せんにんこう し ごう たんとうしゃ か
このコーナーの担当者：中村雅子（日本語国際センター専任講師） ※３４号から担当者が変わりました。

さしみ �

なま さかな かい
生の魚やエビ、タコ、貝な

ちい き
どを小さく切ります。しょ

た
うゆとわさびをつけて食べ

ます。

こた
答 え

しつもん はん ひと はん た ひと た
質問１ ご 飯（６８％の人がご飯を食べます。２８％の人がパンを食べます。）

しつもん
質問２ うどん（２ばんはそば、３ばんはラーメン、４ばんはスパゲッティです。）

しつもん
質問３ す し（２ばんはステーキ、３ばんはラーメン、４ばんはさしみ、５ばんはピザです。）

てんぷら �

さかな や さい あぶら あ
エビ、魚、野菜などを油で揚げます。

てん しお た
天つゆか塩をつけて食べます。

や
� すき焼き

ぎゅうにく とう ふ や さい はくさい い
牛肉や豆腐、野菜（ねぎや白菜など）を入れます。

なまたまご た
生卵につけて食べます。

� すし

なま さかな かい はん
生の魚や貝、イカをご飯に

ま
のせます。のり巻き（のり

ま
で巻きます）もあります。

た
しょうゆをつけて食べます。

������������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

������������������������������������������������������
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に ほん じん はな
日本人と話そう

に ほん じん こうりゅう
◆日本人との交流

かいがい に ほん ご きょういく もんだいてん ひと きょうしつ そと
海外での日本語教育の問題点の一つとして、教室の外

に ほん ご つか き かい がくしゅうしゃ どう き たか
で日本語を使う機会がないため、学習者の動機が高まら

い がっ
ないということがよく言われます。もし、みなさんの学

こう に ほん けんがく く ひと ちか に ほん
校に日本から見学に来る人がいたら、また、近くに日本

じん す じゅぎょう さん か きょうしつ なか
人が住んでいたら、授業に参加してもらって、教室の中

がくしゅうしゃ に ほんじん に ほん ご はな き かい せっきょくてき つく
で学習者が日本人と日本語で話す機会を積極的に作って

みてはどうでしょうか。

ちか に ほんじんかい だんたい に ほんじん おお はたら
近くに日本人会のような団体や日本人が多く働いてい

かいしゃ れんらく ひと ほうほう
る会社があれば、連絡をとってみるのも一つの方法です。

に ほん ご きょう し はんだん ほうもんしゃ う い
ただ、日本語教師だけの判断で訪問者を受け入れること

がっこう ひつよう じょう
ができない学校もあるでしょうから、それぞれ必要な情

ほう あつ
報を集めてください。

きょう し やく わり き
◆教師の役割・気をつけること

かつどう じゅん び
� 活動の準備

に ほんじんさん か しゃ がくしゅうしゃ じ ゆう かい わ
日本人参加者と学習者に自由に会話をしてもらうとい

か のう がくしゅうしゃ かい わ
うことも可能ですが、学習者によっては、会話がうまく

すす けっ か じ しん うしな
進まず、その結果、自信を失ってしまうこともあります。

がくしゅうしゃ ぐ たいてき がくしゅうもくひょう かつどう けいかく
学習者のレベルや具体的な学習目標にそった活動を計画、

じゅん び たいせつ
準備することが大切です。

じゅぎょう まえ がくしゅうしゃ たい
a．授業の前に（学習者に対して）

に ほんじん かつどう つか に ほん ご がくしゅう
クラスで日本人との活動で使う日本語を学習したり、

はな ないよう そうだん がくしゅうしゃどう し れんしゅう
話す内容を相談したり、学習者同士で練習したりしてお

きます。

じゅぎょう まえ に ほんじんさん か しゃ たい
b．授業の前に（日本人参加者に対して）

がくしゅうしゃ とくちょう さん か じゅぎょう もくてき
学習者のレベルや特徴、参加してもらう授業の目的を

し ちゅう い つた かつどう もくてき
知らせ、注意することを伝えます。活動の目的やレベル

ばいかい ご つか こう か てき
によって、媒介語を使うのが効果的だったり、できるだ

に ほん ご はな ほう
け日本語だけで話してもらった方がいいこともあります。

じゅぎょう はじ
c．授業の始めに

がくしゅうしゃ に ほんじんさん か しゃ はじ あ きん
学習者も日本人参加者も初めて会ったときはとても緊

ちょう かつどう まえ からだ うご
張しています。活動の前に体を動かすゲームなどをして、

はな ふん い き つく
話しやすい雰囲気を作るようにするといいでしょう。

じゅうなん たいおう
� 柔軟な対応

じゅん び ほうこう すこ がくしゅうしゃ に ほん
準備した方向と少しずれてしまっても、学習者も日本

じんさん か しゃ たの つづ
人参加者もやりとりを楽しんでいるようならそのまま続

の む じゅん
けてもいいでしょう。�で述べたことと矛盾するようで

けいかくどお に ほんじん こうりゅう けいけん
すが、計画通りにいかなくても、日本人との交流の経験

きょう か しょ つか なん じ かん べんきょう おお
そのものが、教科書を使って何時間か勉強するよりも大

こう か あ すこ
きい効果を上げることもあります。ですから、少しぐら

しっぱい おも がくしゅうしゃ に ほんじんさん か しゃ はんのう
い失敗したと思っても、学習者や日本人参加者の反応を

かんさつ つぎ おな かつどう なに ちゅう い
観察し、この次に同じような活動をするときに何を注意

かんが おも
したらいいか考えるようにするといいと思います。

かつどう ひょう か
� 活動の評価

に ほんじんさん か しゃ かつどう あと がくしゅうしゃ かつ
日本人参加者との活動の後で、学習者といっしょに活

どう ふ かえ たいせつ に ほん ご に ほんじん
動を振り返ることも大切です。日本語をはじめ、日本人

ひ げん ご こうどう かい わ ないよう がくしゅうしゃ
の非言語行動や会話の内容についてなど、学習者にとっ

はっけん がくしゅう
てはたくさんの発見と学習のヒントがあったはずです。

かんそう がくしゅう はな あ
みんなで感想やこれからの学習について話し合うといい

でしょう。

に ほん じん かつ どう れい
◆日本人との活動例

じゅん び ひつよう に ほんじん
準備がそれほど必要ではなく、日本人といっしょにで

かんたん きょうしつかつどう れい しょうかい かつどう
きる簡単な教室活動の例を紹介します。この活動は、タ

こくさいこうりゅう き きん に ほん ご せんにんこう
イにある国際交流基金バンコック日本語センター専任講

し ふかざわのぶ こ
師の深澤伸子さんからのアイディアです。

��	���	���	���	���	���	���	���	���	���	���	���	���	���	

じゅ ぎょう

授業のヒント
こんかい に ほん ご に ほんじん まね
今回は、日本語のクラスに日本人を招い

かつどう かんが かた しょう
たときの活動の考え方とそのアイディアを紹

かい
介します。

もくてき おし
目的・教えること

に ほんじん に ほん ご
・日本人と日本語でコミュニケーションを

すること

に ほん に ほんじん し
・日本や日本人について知ること

がくしゅうしゃ
学習者のタイプ

がくしゅうしゃ
どんなタイプでも（レベル、学習者のタ

あ かつどう かんが
イプに合わせた活動を考える）

にんずう
クラスの人数

なんにん にんずう あ かつどう かんが
何人でも（人数に合わせた活動を考える）

じゅん び
準備するもの

かつどう こと
（活動によって異なる）

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

テーマ
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しょきゅう
� インタビュー（初級）

もくてき つか ぶんけい
〈目的・使う文型〉

か のうけい れんしゅう
「～ができる」（または可能形）の練習

にんずう
〈人数〉

なんにん おおにんずう
何人でもいい。（大人数でもできる。）

て じゅん
〈手順〉

がくしゅうしゃ に ほんじん わりあい おな ふた
�学習者と日本人の割合が同じになるように二つのグ

わ
ループに分ける。

くるま うんてん
�「テニスができますか」「車が運転できますか」などと

き はな ふん い き も あ
聞いて、話したい雰囲気を盛り上げてから、シートを

くば かつどう せつめい
配って活動の説明をする。

いっぽう
�一方のグループ

ひと いっ
の人が、もう一

ぽう
方のグループの

ひと
人とペアになっ

たが しつもん
てお互いに質問

けっ か
して結果をシー

か にんずう
トに書く。人数

じ かん せいげん たの
や時間の制限をつけてゲームにするとより楽しくなる。

なんにん がくしゅうしゃ に ほんじんさん か しゃ けっ か
�何人かの学習者や日本人参加者がインタビューの結果

ほうこく
を報告する。

しつもん ないよう まった おな しつもん あい て
質問の内容が全く同じだと質問が相手にわかってしま

あい て き こた
い、相手がきちんと聞かずに答えてしまうので、インタ

こうもく に ほんじんよう がくしゅうしゃよう か
ビューの項目は、日本人用と学習者用とを変えてもいい

たと に ほんじんよう しつもん の
でしょう。例えば日本人用の質問に「ビールが飲めます

き もの き い ばな
か」や「着物が着られますか」や「生け花ができますか」

い あと けっ か はな
などを入れておきます。インタビューの後で結果を話し

あ に ほんじん
合うと、日本人だからといって、みんなができるわけで

はないことがわかっておもしろいでしょう。

ちゅう じょうきゅうよう
� ロールプレイ（中・上級用）

もくてき つか ぶんけい
〈目的・使う文型〉

あい て せっとく れんしゅう がくしゅう ぶん
相手を説得する練習。それまで学習したいろいろな文

けい つか おも
型を使う。「～はいかがですか」「～がいいと思います」

など。

にんずう
〈人数〉

にんてい ど に ほんじん にん すく
１５人程度、日本人は５、６人いるといいが、少なくて

もよい。

て じゅん
〈手順〉

がくしゅうしゃ にん つく ふ どうさん や
�学習者は２、３人ずつグループを作り、「不動産屋」

じ どうしゃはんばいぎょうしゃ りょこうぎょうしゃ きゃく み
「自動車販売業者」「旅行業者」などになる。客に見せ

よう い
るパンフレットなどを用意させてもよい。

に ほんじんさん か しゃ きゃく
�日本人参加者は客になる。

がくしゅうしゃ きゃく き ぼう あ しょうひん
�学習者は客の希望に合わせて商品をすすめたり、プラ

てい じ か きゃく
ンを提示して、買わせようとする。客はすすめられて、

き い しょうひん か き い
気に入ったらその商品を買う。気に入らなかったり、

き ことわ
その気になれなかったら断ってもよい。

かつどう あと がくしゅうしゃ けっ か ほうこく に ほんじん
�活動の後で、学習者はクラスに結果を報告し、日本人

さん か しゃ か り ゆう か り ゆう い
参加者は買った理由や買わなかった理由を言う。

かつどう たいせつ がくしゅうしゃ に ほんじんさん か しゃ
この活動で大切なことは学習者も日本人参加者も「そ

き に ほんじんさん か しゃ きょう し
の気」になることです。日本人参加者には教師がロール

か やくわり じっさい か
カードを書いて役割をあたえてもいいですが、実際の家

ぞくこうせい ねんれい じょうきょう じ ぶん き
族構成や年齢、状況などから自分で決めてもらうと、そ

やく
の役になりやすいかもしれません。

かつどう
こうした活動で

に ほんじんさん か しゃ
は、日本人参加者

やくわり たい
の役割がとても大

せつ ふかざわ
切です。深澤さん

つぎ
はいつも次のよう

に ほんじんさん
なことを日本人参

か しゃ ちゅう い
加者に注意してほ

い
しいと言っている

そうです。

なに たの はな
・何よりも楽しそうに話すこと

きょう し に ほん ご おし
・教師になって、日本語を教えようとしないこと

し ぜん はな
・おおげさにせずに自然に話すこと

いっかい い
・わからなかったら、まずもう一回言って、それでも

い かた か
わからなかったら言い方を変えてみる。わからない

い わ だい か
からと言ってすぐに話題を変えないこと

みな に ほん ご がくしゅうしゃ に ほん
皆さんの日本語のクラスが、学習者にとっても、日本

じんさん か しゃ たの こうりゅう ば き たい
人参加者にとっても、楽しい交流の場になることを期待

しています。

�	���	���	���	���	���	���	���	���	���	���	���	���	���	�

たんとうしゃ きたむらたけ し はっ た なお み に ほん ご こくさい せんにんこう し
このコーナーの担当者：北村武士、八田直美（日本語国際センター専任講師）

どくしゃ みな せいこうれい しっぱいだん よ
読者の皆さんのアイディア、成功例、失敗談などをお寄せください。

さんこうぶんけん
■参考文献■

あた に ほん ご きょう
１．ネウストプニー、J. V.（１９９５）『新しい日本語教

いく だい しょう
育のために』（第７章ティーチング・アシスタン

かつよう たいしゅうかんしょてん
トの活用）大修館書店

おか べ ま り こ
２．岡部真理子（１９９７）「ビジターセッションのすす

げっかん に ほん ご がつごう
め」『月刊日本語』７月号アルク
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しょ きゅう に ほん ご ちょう かい れん しゅう まい にち き と にち じょう げ
『初級日本語聴解練習 毎日の聞き取り５０日 上・下』

しょきゅうがくしゅうしゃ
▽初級学習者の

き と れんしゅう
聞き取り練習のために

に ほん ご べんきょう き れんしゅう
日本語を勉強するとき、「聞く」練習は

たいせつ に ほん ご べんきょう
とても大切です。しかし、日本語の勉強を

はじ つか きょうざい
始めたばかりの人が使えるテープ教材は、

おお
これまであまり多くありませんでした。

こんかい しょきゅう がくしゅうしゃ
今回、そのような初級の学習者のため

ちょうかいきょうざい あたら で
の聴解教材が、新しく出ました。それが

しょきゅう に ほん ご ちょうかいれんしゅう まいにち き
この「初級日本語聴解練習 毎日の聞き

と にち まえ
取り５０日」です。これは、前からあった

ちゅうきゅう ちゅうきゅう に ほん ご ちょうかいれんしゅう まい
中級のための「中級日本語聴解練習 毎

にち き と にち おな
日の聞き取り５０日」と同じシリーズです。

ほんぶん かん じ ぜん ぶ
本文の漢字には全部ふりがながついて、

もんだいぶん えい ご かんこく ご ちゅうごく ご やく
問題文には英語、韓国語、中国語の訳

むずか こと ば ちゅう
もあります。難しい言葉には「注」の

せつめい しょきゅう ひと つか
説明もありますから、初級の人でも使い

やすいです。

き
▽いろいろな聞きかたが

れんしゅう
少しずつ練習できる

きょうざい じょう げ
この教材には、上・下であわせて５０の

か ひと ひと か
課があります。一つ一つの課には、�

き ほんれんしゅう かい わ き
「基本練習」�「会話を聞きましょう」�

か みっ ぶ ぶん
「書きましょう」という三つの部分があ

ります。

き ほんれんしゅう ぶんぽう ぶんけい かんが
「基本練習」では、文法や文型を考え

ただ き れんしゅう
ながら、テープを正しく聞きとる練習を

します。

かい わ き し ぜん
「会話を聞きましょう」では、自然な

かい わ き なか たいせつ
会話を聞いて、その中から大切なことを

り かい れんしゅう
理解する練習をします。

か
「書きましょう」はディクテーション

き ぶん せいかく か
です。テープを聞いて、文を正確に書き

と れんしゅう
取る練習をします。

ひと か なか こと ば
このように、一つの課の中で、言葉を

せいかく き ぜんたい き
こまかく正確に聞いたり、全体を聞いて

い み り かい
だいたいの意味を理解したりと、いろい

き れんしゅう
ろな聞きかたが練習できるようになって

います。

ひと か ぜん ぶ
一つの課は全部２ページずつですから、

まいにちすこ おな れんしゅう
毎日少しずつ同じぐらいの練習ができま

まいにちいっ か にち
す（毎日一課ずつやっていけば、５０日で

お に ほん ご ふ つう
終わりです！）。テープの日本語は普通

はや ちか ろくおん
の速さに近いスピードで録音されていま

まいにち き に ほん ご き と
すので、毎日聞けば日本語の聞き取りに

な
慣れることができるでしょう。

ぶんぽう ぶんけい れんしゅう やく だ
▽文法や文型の練習にも役立つ

か か べんきょう
それぞれの課では、その課で勉強する

ぶんぽう ぶんけい き じゅぎょう
文法や文型が決まっていますから、授業

ぶんぽう ぶんけい れんしゅう
で文法や文型の練習をするときにも、こ

きょうざい あたら
のテープ教材を使うことができます。新

ぶんけい き れんしゅう
しい文型をテープで聞いて練習したり、

かい わ き まえ なら ぶんけい ふくしゅう
会話を聞いて前に習った文型を復習した

やく た
りするのに役に立つでしょう。

はんれい ちょしゃ しゅっぱんしゃ かんこうねんげつ はんがた すう てい か た
※データ凡例 �著者 �出版社 �刊行年月 	ISBN 
判型・ページ数 �定価 �その他

じゅ ぎょう じ しゅう つか しょ きゅう きょう ざい
授業にも自習にも使える初級のためのテープ教材

じょうかん みや ぎ さち え みつ い あき こ まき の けい こ
上巻�宮城幸枝、三井昭子、牧野恵子、

しば た まさ こ おお た とし こ ぼんじんしゃ
柴田正子、太田淑子�凡人社（〒１０２‐

とうきょう と ち よ だ く ひらかわちょう
００９３東京都千代田区平河町１‐３‐１３

りょうしんひらかわちょう
菱進平河町ビル１F／TEL．０３‐３２６３‐

ねん
３９５９ FAX．０３‐３４７０‐２１２９）�１９９８年

がつ にち ばん
６月１５日	４‐８９３５８‐３９６‐４
B５判・

えん べっさつほんぶん
６８ページ�２，１００円�別冊本文スク

かいとうれい つき べつうり
リプト解答例（６２ページ）付、別売カ

ぷん かん えん
セットテープ９０分２巻 ３，６７５円（４‐

８９３５８‐３９７‐２）

げ かん じょうかん おな ねん がつ
下巻��は上巻と同じ�１９９８年１０月

はつ か ばん
２０日	４‐８９３５８‐４０５‐７
B５判・６６

えん べっさつほんぶん
ページ�２，１００円�別冊本文スクリ

かいとうれい つき べつうり
プト解答例（６０ページ）付、別売カ

ぷん かん えん
セットテープ９０分２巻 ３，６７５円（４‐

８９３５８‐４０６‐５）

しん かん きょう ざい と しょ しょう かい

新刊教材・図書紹介●

●データ●

に ほん ご きょうざい と しょ かん あた じょうほう かいがい
「日本語の教材や図書に関する新しい情報がほしい」という海外の

せんせいがた こえ き さいきんしゅっぱん に ほん
先生方の声をよく聞きます。このコーナーでは、最近出版された日本

ご きょうざい さんこうしょ ちゅうしん しょうかい し めん せいやくじょう いっかい おお
語教材や参考書を中心に紹介していきます。紙面の制約上、一回に多

ほん しょうかい かいがい せんせい つか きょうざい じゅ
くの本を紹介できませんが、「海外の先生にとって使いやすい教材」「授

ぎょう けんきゅう やく た ほん し べん り と しょ し りょう
業や研究の役に立つ本」、また、「知っていると便利な図書・資料」な

と あ
どを取り上げます。

じ
ょ
う
か
ん

上
巻

P.

６－

７

じ
ょ
う
か
ん

上
巻

P.
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５３
16



かぜ たの に ほん ご せ かい
『風のつばさ －ここは楽しい日本語の世界－』

し かくてき ないようてき
▽視覚的にも内容的にも

たの まな
楽しく学べる

きょうざい わ だい ご い ちゅうしん どっ
この教材は話題や語彙を中心とした読

かい ぶんぽう じ こう
解のテキストです。文法事項はほとんど

しょきゅうぜんはん がくしゅうこうもく かぎ
初級前半の学習項目に限られていますが、

じっさい せいかつ なか で わ だい ない
実際の生活の中によく出てくる話題や内

よう と あつか しょきゅう がくしゅうしゃ
容を取り扱っているので、初級の学習者

ちゅうじょうきゅう がくしゅうしゃ
だけではなく、中上級レベルの学習者も

し ぜん い かた べんきょう
たくさんのことばや自然な言い方が勉強

しゃしん
できます。カラフルな写真やイラストが

と い
たくさん取り入れてあるので、それらを

み たの まな
見ながら楽しく学べます。

み ぢか わ だい
▽身近な話題

きょうざい ぜん ぶ わ だい
この教材は全部で３５の話題からなって

おお ものがたり
いますが、大きなジャンルは、「物語」、

じょうほう たんけん せいかつ
「情報」、「レジャー」、「探険」、「生活」、

ぶんぽう まち たと もの
「文法」、「街」の７つです。例えば、「物

がたり した
語」というジャンルの下に、「ミステ

じ げんばくだん ひ げき
リー」「時限爆弾」「悲劇のヒロインダイ

ひ げきてき じんせい せ かい
アナ妃」「劇的な人生」「世界へはばたく

に ほんじんせんしゅ いつ わ だい
日本人選手」という５つの話題がありま

わ だい ひと ひと どくりつ
す。話題の一つ一つはそれぞれ独立して

きょう み はじ
いるので、興味のあるところから始める

ことができます。

よん ぎ のう かんが
▽四技能のバランスを考えた

こうせい
構成

かく わ だい ほん
各話題は、「タイトル」、「クイズ」、「本

ぶん がくしゅうぶんけい がくしゅう
文」、「ミニタスク」、「学習文型」、「学習

ご い ぶんぽう かず こうせい
語彙」、「文法と数」という構成になって

います。

と あ わ だい な
「タイトル」では取り上げる話題の名

まえ しめ よ まえ わ だい
前が示してあります。読む前にその話題

し はな かんが
について知っていることを話したり、考

えてみたりすることができます。

ほんぶん わ だい けいしき ちが
「本文」は話題によって形式が違いま

かい わ ぶんしょう
すが、会話もあれば、文章もあります。

はな
「ミニタスク」はさらに「話しましょ

かんが ぶん つく
う」、「考えましょう」、「文を作りましょ

はな あ こた
う」、「話し合いましょう」、「答えてくだ

など わ
さい」等のコーナーに分けられています。

はな き よ か よん ぎ のう
「話す、聞く、読む、書く」の四技能を

つか
使って、これらのミニタスクをこなすこ

わ だい で ぶんけい
とによって、その話題に出てきた文型や

ご い おぼ むす
語彙を覚えることに結びつけることがで

きます。

がくしゅうぶんけい ひつよう ぶんけい てい じ
「学習文型」では、必要な文型が提示

してあります。

がくしゅう ご い ひつよう ご い しめ
「学習語彙」では、必要な語彙が示し

ひと わ だい やく ご
てあります。１つの話題に約５０の語が

はい ぜん ぶ やく ご と あ
入っています。全部で約１，９００語取り上

げられています。

ぶんぽう かず どう し かつよう じ どう
「文法と数」では、動詞の活用、自動

し た どう し く べつ けいよう し かず かぞ かた
詞と他動詞の区別、形容詞、数の数え方

ひょう わ
などが表やイラストなどで分かりやすく

まとめてあります。

かん じ よ が
なお、このテキストは漢字には読み仮

な ぜん ぶ かん じ べん
名が全部ついているので、漢字をまだ勉

きょう がくしゅうしゃ よ
強していない学習者にも読めます。また、

べっさつ し どうしょ ちょうかい
別冊として、指導書と聴解CDスクリプ

えい ご ばん かんこく ご ばん ちゅうごく ご ばん
ト（英語版、韓国語版、中国語版、ポル

ご ばん ご ばん ご
トガル語版、スペイン語版、フランス語

ばん ご ばん つ
版、ドイツ語版）が付いています。

し ぜん に ほん ご たの おぼ きょう ざい
自然な日本語を楽しく覚えるための教材

すず き のぶ お はっこう
�鈴木紳郎�発行：アークアカデ

とうきょう と しぶ や く しぶ や
ミー（〒１５０‐０００２東京都渋谷区渋谷

１‐９‐１／TEL．０３‐３４０９‐０３９１ FAX．０３

はつばい ぼんじんしゃ
‐３４０９‐４９８５）発売：凡人社（〒１０２‐

とうきょう と ち よ だ く ひらかわちょう
００９３東京都千代田区平河町１‐３‐１３

りょうしんひらかわちょう
菱進平河町ビル１F／TEL．０３‐３２６３‐

ねん
３９５９ FAX．０３‐３４７０‐２１２９）�１９９８年

がつ にち ばん
５月１日	４‐８９３５８‐３９３‐X
A４判・

えん ちょうかい まい
９０ページ�２，９４０円�聴解CD ２枚

ぐ つき ふ ぞく えい ご やく
組み付（付属スクリプト、英語訳２５６

えん
ページ）４，７２５円（４‐８９３５８‐４１１‐１）

い か に ほん ご こくさい せんにんこう し と しょ えら ぶんたん しょうかいぶん しっぴつ
■p.１６～１９は、以下の日本語国際センター専任講師が図書を選び、分担して紹介文を執筆しました。

いそむらかずひろ こう い けん むか い その こ き やま と も こ ないとうみつる ふじなが
磯村一弘、高偉建、向井園子、木山登茂子、内藤満、藤長かおる

●データ●

P.

１８－

１９

も
く

じ

ま
え

目
次
前
ペ
ー
ジ

17



に ほん ご
ヤングのための日本語�（JAPANESE FOR YOUNG PEOPLE�）Student Book

ほんしょ えい ご つか ねんしょうしゃ む しょきゅう
本書は英語が使える年少者向けの初級

きょうざい こんかいはつばい みっ
の教材です。今回発売されたのは、三つ

のレベルからなるシリーズのうち、レベ

がくしゅうしゃようきょう か しょ がくしゅうよう
ル１の学習者用教科書とかな学習用の

ほか
ワークブック、カセットテープです。他

きょう し よう し どうしょ よ てい がく
に教師用指導書が予定されています。学

しゅうしゃようきょう か しょ か な そうてい
習者用教科書は１５課から成り、想定され

がくしゅう じ かん か じ かん にゅうもん
る学習時間は、１課に４時間で、入門か

じ かんてい ど がくしゅうしゃようきょう か しょ ほん
ら６０時間程度です。学習者用教科書の本

ぶん れんしゅう か か
文と練習はかな書きですが、１課から５

か じ つ もんだい し
課まではローマ字が付けられ、問題の指

じ えい ご か かんまつ
示は英語で書かれています。また、巻末

ぶんぽう にちえい えいにちりょうほう ご
に文法のまとめと、日英、英日両方の語

い
彙リストがあります。

かく か がくしゅうもくひょう ぶんけい
各課は、学習目標となっている文型を

しめ ご ご い ぶんけい
示すキーセンテンス、語、語彙や文型の

れんしゅう かい わ ちゅうしん ほんぶん おうよう
練習、会話を中心とした本文、応用または

はってん かい わ に ほん ご し
発展としてのミニ会話、日本語使

よう もくてき ぶんけい ご
用を目的としたタスク、文型や語

い がくしゅう たっせい かくにん
彙の学習の達成を確認するクイズ

な
から成っています。

きょうざい ぶんけい すこ つ
この教材は、文型を少しずつ積

あ がくしゅう もくひょう
み上げて学習させることを目標と

どう じ ちゅうがく ねんせい
しています。同時に、中学１年生

じん おとこ こ しゅじんこう
のアメリカ人の男の子を主人公と

かよ に ほん ちゅうがっこう
して、通っている日本の中学校や

さき か てい み ぢか みせ
ホームステイ先の家庭、身近な店

かい わ てんかい
などでの会話を展開することで、

に ほん ご き のう し よう ば めん じゅう し
日本語の機能や使用場面をも重視

しています。

ほか とくしょく ほんぶん
その他の特色としては、本文の

かい わ り かい れんしゅう たす たの がく
会話の理解や練習を助け、また楽しく学

しゅう え つか
習させるためにたくさんの絵を使ってい

か ていない ともだちどう し
ること、家庭内や友達同士などのインフ

かい わ どうにゅう あ
ォーマルな会話を導入していることが挙

ちゅうがくせい
げられるでしょう。中学生やゆっくりし

しん ど べんきょう こうこうせい む きょうざい
た進度で勉強したい高校生に向いた教材

い
と言えるでしょう。


















































に ほん ご おし かた
『日本語の教え方ABC』

に ほんこくない に ほん ご きょういく き かん ばいかい
日本国内の日本語教育機関では、媒介

ご し よう ぶんけい つ あ
語をあまり使用しないで文型を積み上げ

おし ほうほう
て教える方法に、コミュニカティブアプ

と い し どうほう
ローチのアイディアを取り入れた指導法

つか ほんしょ ほう
がよく使われています。本書は、この方

ほう しょきゅうぶんけい おし ば あい て じゅん ぐ たい
法で初級文型を教える場合の手順が具体

てき じゅぎょう なが そ か
的な授業の流れに沿って書かれています。

きょうじゅけいけん すくな きょう し はじ
教授経験の少ない教師にとって、初め

おし ぶんけい じゅう
て教える文型について、どんなことが重

よう おし
要なポイントとなるか、どうやって教え

がくしゅうしゃ じゅ
たら学習者にわかりやすいか、などを授

ぎょう まえ かんが むずか
業の前に考えることはなかなか難しいも

ほん しょきゅう
のです。この本では初級のコースでよく

と あ ぶんけい きょう し
取り上げられる１５０の文型について教師

し やく た じっさい おし
が知っておくと役に立つことと実際の教

かた くわ しょうかい ぜんたい い
え方を詳しく紹介しています。全体は意

み き のう に ぶんけい あつ か こう
味や機能の似た文型を集めた３０の課で構

せい かく か なか
成されています。各課の中には、�その

か どうにゅう れんしゅう ぶんけい れいぶん おし
課で導入・練習する文型の例文、�教え

ひつよう ぶんぽう ち しき
るために必要な文法の知識のまとめ、�

じゅん び きょうざい どうにゅう れんしゅう て じゅん
準備する教材や導入・練習の手順、�

れい せつめい
タスクの例があります。説明をできるだ

すく がくしゅうしゃ かんが
け少なくし、学習者にルールを考えさせ

おも きょう し
たいと思っている教師のために�と�は

たいへんさんこう こくばん
大変参考になるでしょう。�では黒板や

え きょうざい かつよう くわ しめ
絵教材の活用のしかたも詳しく示され

かんまつ つか
ています。巻末には、コピーして使える

きょうざい え きょうざい
教材（絵教材、タスクシート、ロールカー

し はんきょうざい さんこうしょ ぶんけい
ド、など）、市販教材や参考書との文型

たいおうひょう ぶんぽうこうもくさくいん つ
対応表、文法項目索引が付いています。

かんまつ きょうざい つか
巻末の教材は、そのまま使うこともでき

じゅぎょう あたら きょうざい つく
ますし、授業のために新しい教材を作る

さんこう
ときの参考にすることもできるでしょう。

み ぢか どうりょう きょう し
身近に同僚やベテラン教師がいないと

ほんしょ そうだんあい て そんざい
ころでは、本書は相談相手のような存在

になるかもしれません。

新刊教材・図書紹介●

ねん しょう しゃ む しょ きゅうきょう ざい
年少者向けの初級教材

しゃこくさい に ほん ご ふ きゅうきょうかい こうだんしゃ
��国際日本語普及協会�講談社イ

とう
ンターナショナル（〒１１２‐８６５２東

きょう と ぶんきょう く おと わ
京都文京区音羽１‐１７‐１４／TEL．０３‐

３９４４‐６４９３ FAX．０３‐３９４４‐６３９４）

ねん がつなの か
�１９９８年８月７日	４‐７７００‐２１７８‐X

ばん えん

B５判・２５６ページ�３，６７５円

べつうり ばん
�別売 かなワークブック（B５判・

えん
１４４ページ）２，４１５円（４‐７７００‐２１８０‐１）、

かん ごうけい ぷん
カセットテープ４巻（合計３００分）

えん
６，１９５円（４‐７７００‐２１７９‐８）

しょ きゅう ぶん けい おし かた きょう しつ かつ どう なが そ しめ ほん
初級文型の教え方を教室活動の流れに沿って示した本

てら だ かず こ み かみきょう こ やまがた み ほ こ
�寺田和子、三上京子、山形美保子、

わ くりまさ こ とう
和栗雅子�アルク（〒１６８‐００６４東

きょう と すぎなみ く えいふく
京都杉並区永福２‐５４‐１２／TEL．０３‐

３３２３‐００６２ FAX．０３‐３３２３‐１００１）

ねん がつはつ か
�１９９８年１０月２０日	４‐８７２３４‐９１５‐６

ばん えん

B５判・２５２ページ�１，９９５円

●データ●

●データ●

P．１５４

P．１６０
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１
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けい ご ひょう げん
『敬語表現』

さっこん けい ご みだ ふく ひろ い
昨今、「敬語の乱れ」を含め、広い意

み に ほん ご みだ
味で「日本語の乱れ」が、とりざたされ

けい ご つか がわ ただ かたち
ています。敬語を使う側にも、正しい形

あやつ こと た たい ど
を操ることだけで事足れりとする態度が

み た ほう けい ご
見られることがあります。他方、敬語を

と あつか ほん しゅっぱん
取り扱った本もたくさん出版されました

なか ただ けい ご きょう
が、中にはいわゆる“正しい敬語”を強

ちょう かたち かいせつ
調するあまり、形にとらわれた解説に

お み
終わっているものも見られるようです。

ほんしょ ほん ちが
本書がそのような本といささか違うこ

ひょうだい けい ご けい ご
とは、表題が『敬語』ではなく、『敬語

ひょうげん
表現』となっていることからもうかがえ

けい ご たん ぶんぽうこうもく
ます。つまり、敬語を、単に文法項目と

せま えんかつ
して狭くとらえず、円滑なコミュニケー

ひと ひょうげんしゅだん
ションのための一つの表現手段という、

おお し てん なお
より大きな視点からとらえ直しています。

ぜんたい しょう しょう
全体は４章からできでいます。１章で

けい ご ひょうげん わく ぐ ろん なか
は「敬語表現」の枠組みを論じる中で、

げんじつてき き ほんてき
より現実的なアプローチのための基本的

たん い かんが しょう ひと けい
な単位を考えます。２章では、一つの敬

ご ば めん こと い み あらわ
語が場面によって異なった意味を表すと

げんじつ り かい けい ご ちゅう
いう現実を理解するため、「敬語」を抽

しょうてき ぐ たいてき ふた
象的なレベルと具体的なレベルの二つ

わ くわ ろん
に分け、詳しく論じます。

しょう けい ご ひょうげん こん
３章では「敬語表現」の根

てい ていねい げん り みと
底に「丁寧さ」の原理を認

うえ こうどう けってい
めた上で、「行動・決定・

り えき みっ き じゅん てき
利益」の三つの基準が適

せつ けい ご ひょうげん
切な敬語表現につながると

ろん しょう い じょう
論じます。４章は、以上を

ふ さまざま れい
踏まえ、様々な例をとりあ

てきせつ けい ご ひょうげん
げながら適切な敬語表現

ぐ たいてき さぐ
を具体的に探ります。

ほん に ほん ご がくしゅうしゃ
この本は、日本語学習者

よう きょうざい がく
用の教材ではないので、学

しゅうしゃ よ
習者がこれを読んで、すぐ

けい ご じょう ず つか
敬語が上手に使えるようになるというよ

ほん けい ご いちおう し
うな本ではありませんが、敬語を一応自

ぜん つか とうたつ じょうきゅう
然に使えるレベルにまで到達した上級の

がくしゅうしゃ きょう し けい ご ひょうげん り ろんてき
学習者や教師には、敬語表現の理論的

せい り て
整理をする手だてとなるでしょう。また、

に ほんじん げん ご せいかつ けい ご
日本人には、言語生活における敬語のコ

き のう じ かく うえ おお
ミュニケーション機能を自覚する上で大

し さ あた
きな示唆を与えてくれるでしょう。

















































るい ぎ ご つか わ じ てん
『類義語使い分け辞典』

ねに げ つか ちが
ふだん何気なく使っていながらどう違

き せつめい
うのかと聞かれるとうまく説明できない

るい ぎ ご つか わ に ほん
のが、類義語の使い分けでしょう。日本

ご きょういく せんもん か へんしゅう
語教育の専門家によって編集されたこの

じ てん よ ご ちゅうしんてき い み
辞典を読んでいくと、語の中心的な意味

ふ るい ぎ かんけい こと ば
を踏まえながら、類義関係にある言葉の

さ い つか わ あき
差異や使い分けのルールがだんだん明ら

かになってきます。

み だ ご ご い じょう るい ぎ ご じ てん
見出し語は５，０００語以上、類義語辞典

なか もっと ご い すう おお ひと い
の中で最も語彙数の多いものの一つと言

えます。

み だ ご ちゅうしん ご るい
見出し語は、「中心語」と呼ばれる類

ぎ ご ぐん かんれん ご はんたい ご こうせい
義語群とその関連語、反対語から構成さ

かくこうもく い み せつめい
れています。各項目は、�「意味説明」、

れいぶん ち かん かいせつ ほ そく
�「例文」、�「置換」、�「解説」、�「補足」

じゅん い み せつめい
の順になっています。「意味説明」では

ちゅうしん ご あ かく ご い み いち
「中心語」で挙げられた各語の意味が一

ぎょう てい ぎ れいぶん かん
行で定義されており、「例文」にその簡

たん ぶんれい てい じ じ てん
単な文例が提示されています。この辞典

とくちょう い ち かん かい
の特徴とも言えるのが「置換」と「解

せつ ぶ ぶん れいぶんちゅう ご お か
説」の部分で、例文中の語の置き換えの

か ひ ふく つか わ くわ
可否を含め、使い分けについての詳しい

かいせつ ほ そく おも かん
解説があります。「補足」では、主に関

れん ご はんたい ご れいぶん せつめい
連語や反対語についての例文とその説明

があります。

じ てん つか かた
この辞典の使い方は、「ひく」というよ

よ い ほう
り「読む」と言った方がいいかもしれま

つか じょうきゅう に ほん
せん。使いこなすには上級レベルの日本

ご りょく ひつよう こと ば きょう み ひと
語力が必要ですが、言葉に興味のある人

よ じ てん
にとっては、読みごたえのある辞典です。

けい ご つか い み かんが いっさつ
敬語を使うことの意味を考える一冊

かば や ひろし かわぐちよしかず さかもとめぐみ たいしゅう
�蒲谷宏、川口義一、坂本惠�大修

かんしょてん とうきょう と ち よ だ く
館書店（〒１０１‐８４６６東京都千代田区

かん だ にしきちょう
神田錦町３‐２４／TEL．０３‐３２９５‐６２３１

ねん がつ
FAX．０３‐３２９５‐４１０８）�１９９８年１０月

にち ばん
１５日	４‐４６９‐２２１４３‐０
B５判・２３６

えん
ページ�２，３１０円

じょうきゅう しゃ む つか わ じ てん
上級者向けのくわしい使い分け辞典

いずはらしょう じ
�田忠魁（ティエン・チュンクイ）、泉原省二、

けんきゅうしゃしゅっぱん
金相順（キム・サンスン）�研究社出版（〒

とうきょう と ち よ だ く ふ じ み
１０２‐８１５２東京都千代田区富士見２‐

１１‐３／TEL．０３‐３２８８‐７７７７ FAX．０３‐

ねん がつ にち
３２８８‐７７９９）�１９９８年８月２５日	４‐

ばん
３２７‐４６１３５‐０
B５判・７４３ページ

えん
�４，７２５円
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きょう か しょ つく
１．『教科書を作ろう』とは

きょう か しょ つく きょうざい つく さんこう
『教科書を作ろう』は、教材を作るときに参考にでき

そ ざい あつ きょうざい つく ひと ひつよう ぶ ぶん
る素材を集めたものです。教材を作る人が必要な部分を

と だ れいぶん い か ほんやく
取り出したり、ことばや例文を入れ替えたり、翻訳をし

じ ゆう つか
たりして、自由に使うことができます。

かいがい ちゅうとうきょういく に ほん ご きょういく もくてき
海外の中等教育レベルの日本語教育は、その目的、

がくしゅう じ かん がく しゅう かん きょう くに ち いき
学習時間、学習環境などが国や地域によってさまざま

がくしゅうしゃ あ きょうざい
です。また、学習者に合った教材がないということもし

い きょう か しょ つく
ばしば言われます。この『教科書を作ろう』は、それぞ

ち いき じ じょう あ きょうざい さくせい し えん もく
れの地域の事情に合った教材の作成を支援することを目

てき
的としています。

きょう か しょ つく つか かた り
『教科書を作ろう』は、ことばのしくみと使い方の理

かい へん ていちゃく し よう
解をめざした「せつめい編」と、ことばの定着と使用の

れんしゅう あつ へん へん
ための練習を集めた「れんしゅう編」の２編からできて

います。

へん へん かくへん きょうつう
「せつめい編」と「れんしゅう編」の各編は、共通の１２の

わ がくしゅう だん
ブロックに分かれています。この１２のブロックは学習の段

かい がくしゅうじゅんじょ どう じ ず がくしゅうしゃ
階、つまり学習順序を示すと同時に、図１のように学習者

み ぢか わ だい がくしゅう ひと れい しめ
の身近な話題にそった学習を一つの例として示しています。

きょう か しょ つく

『教科書を作ろう
ちゅう とう きょう いく む しょ きゅう に ほん ご そ ざい しゅう

――中等教育向け初級日本語素材集――』
こ とし がつ きょう か しょ つく ちゅうとうきょういく む しょきゅう に ほん ご そ ざいしゅう かんこう こくさいこうりゅう き きん に
今年３月に『教科書を作ろう――中等教育向け初級日本語素材集――』が刊行されました。これは、国際交流基金日

ほん ご こくさい せいさく じ ぎょう か かいがい ちゅうとうきょういく に ほん ご きょういく たい し えん いっかん き かく せいさく
本語国際センター制作事業課が海外の中等教育レベルの日本語教育に対する支援の一環として企画・制作したものです。

きょう か しょ つく ぶ ぶんてき り よう いち ぶ か こう きょうざい
『教科書を作ろう』は、タイトルにもあるように、部分的に利用したり、一部を加工をしたりして、さまざまな教材が

さくせい そ ざいしゅう そ ざいしゅう つか たの に ほん ご まな きょうざい かっこく かいはつ き たい
作成できる素材集です。この素材集を使って、楽しく日本語が学べるような教材が各国で開発されることを期待してい

ます。

きょう か しょ つく がいよう
『教科書を作ろう』の概要

に ほん ご こくさい せいさく じ ぎょう か
日本語国際センター制作事業課

へん へん
「せつめい編」、「れんしゅう編」、テープ

ず
（図１）

こく さい こう りゅう き きん かい はつ きょう ざい しょう かい
国際交流基金開発教材紹介

たいしょう し ようしゃ
対象とした使用者 かいがい に ほん ご きょうざいさくせいしゃ

海外の日本語教材作成者

に ほん ご きょう し
日本語教師

たいしょう がくしゅうしゃ
対象とした学習者

かいがい ちゅうとうきょういく がくしゅうしゃ
海外の中等教育レベルの学習者

がくしゅうだんかい
学習段階

しょきゅうぜんはん
初級前半

うち わけ
内 訳

へん ばん
「せつめい編」A４版１９２ページ

へん ばん
「れんしゅう編」A４版３１０ページ

ふ ぞく おんせい ふん ぽん
付属の音声テープ４５分１本
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へん しょきゅうぜんはん に ほん ご のうりょく し けん きゅう
「せつめい編」には、初級前半（日本語能力試験４級

そうとう ぶんぽう ぶんけい こうもく こうぞう つか かた せつ
相当）の文法・文型８４項目の構造と使い方についての説

めい およ り かい たす れいぶん の
明、及び理解を助けるための例文を載せました。それぞ

こうもく せつめい さいしょうげんひつよう
れの項目の説明は、コミュニケーションに最小限必要な

ち しき くわ じょうほう だんかい わ
知識からより詳しい情報まで、３段階に分かれています。

きょうざいさくせいしゃ たいしょう がくしゅうしゃ あ きょうざい
これは、教材作成者が対象となる学習者に合わせて教材

の ないよう えら はいりょ
に載せる内容を選べるように配慮したためです。

へん ず しめ わ だい
「れんしゅう編」では、図１で示した１２の話題にそっ

れんしゅう しょうかい おな きょうしつ まな がくしゅうしゃ
た１００の練習を紹介しています。同じ教室で学ぶ学習者

どう し に ほん ご
同士が日本語でコミュニケーションできるようになるこ

もくひょう れんしゅう なか ご い ぶんけい てい
とを目標にしています。練習の中には、語彙や文型の定

ちゃく き ほんてき れんしゅう じっさい じょうほう おう
着のための基本的な練習、実際に情報をやりとりする応

ようれんしゅう てき よう そ と い れんしゅう に ほん に ほん
用練習、ゲーム的な要素を取り入れた練習、日本や日本

じん し どっかいれんしゅう れんしゅう
人について知ることができる読解練習などがあり、練習

もくてき ほうほう た ようせい よん ぎ のう はいりょ
の目的や方法の多様性、四技能のバランスにも配慮して

います。

きょう か しょ つく り よう
２．『教科書を作ろう』の利用

きょう か しょ つく ほんらい きょう か しょ さくせい
『教科書を作ろう』は本来、教科書を作成するための

そ ざい つく
素材として作られたものですが、そのほかに、「せつめ

へん がくしゅうしゃようぶんぽうしょ きょう し ようれいぶんしゅう
い編」からは学習者用文法書や教師用例文集を、「れん

へん かい わ しゅう ちょうかいきょうざい どっかいきょうざい さくぶんきょう
しゅう編」からは会話集、聴解教材、読解教材、作文教

ざい きょうしつかつどうしゅう つく かんが
材、教室活動集などを作ることが考えられます。また、

きょう し ようせい きょう し けんしゅう きょうざい かつよう
教師養成や教師研修の教材としても活用できます。さら

まいにち じゅぎょう ふくきょうざいさくせい がくしゅうしゃ せつめい じゅん
に毎日の授業のための副教材作成や学習者への説明の準

び つか
備にも使えます。

にゅう しゅ ほう ほう
３．入手方法

きょう か しょ つく ひ ばいひん しょてん か
『教科書を作ろう』は非売品ですので、書店などで買

き ぼう がっこう き かん む りょう はい
うことができません。希望する学校、機関には無料で配

ふ にゅうしゅ き ぼう かた せいさく じ ぎょう か ちょくせつ
布しています。入手を希望する方は、制作事業課に直接

れんらく もうしこみしょ おく きょう か しょ
ご連絡ください。申込書をお送りします。また『教科書

つく こ じんあて がっこう き かんあて おく
を作ろう』は、個人宛ではなく、学校、機関宛にお送り

します。

こくさいこうりゅう き きん に ほん ご こくさい せいさく じ ぎょう か
国際交流基金日本語国際センター制作事業課

さいたまけんうら わ し きたうら わ
〒３３６‐０００２ 埼玉県浦和市北浦和５‐６‐３６

TEL．０４８‐８３４‐１１８３

FAX．０４８‐８３１‐７８４６

い か きょう か しょ つく
なお、以下のホームページでも『教科書を作ろう』の

ないよう いち ぶ しょうかい
内容を一部紹介しています。

http : //www.jpf.go.jp/j/urawa

きょう か しょ つく なか はい
『教科書を作ろう』の中には、アンケートが入ってい

こん ご じ ぎょう さんこう
ます。今後の事業の参考にさせていただきますので、

こた い けん
ぜひアンケートにお答えいただき、みなさんのご意見や

かんそう せいさく じ ぎょう か し
ご感想を制作事業課までお知らせください。

へん
「せつめい編」語‐０２（P.２４、２５）

へん
「れんしゅう編」２‐５（P.２６、２７）
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ニュース
１９９８年度日本語能力試験の

結果について

昨年１２月６日（日）に国際交流基金と�
日本国際教育協会の共催で実施された、
１９９８年度日本語能力試験の結果がまとま
りました。試験は日本国外３３の国・地域
の７５都市、日本国内６地域で実施され、
日本国外で１００，８９３人（前年度比約３０％
増）、日本国内で２９，４９２人（同約１１％増）
が受験しました。
各級の受験者数、認定者数、平均点は、
別表のとおりです。

なお、１９９９年度の試験は１２月５日（日）
に実施される予定です。詳細は、７月頃
に下記までお問い合わせ下さい。
国外：
国際交流基金関西国際センター試験課
〒５９８‐００９３大阪府泉南郡田尻町
りんくうポート北３‐１４
TEL：＋８１‐７２４‐９０‐２６０３

：＋８１‐７２４‐９０‐２８０３
E‐Mail : jlptinfo@jpf.go.jp
ホームページ：
http : //www.iijnet.or.jp/jpf/
jlpt/contents/home.html

国内：
財団法人日本国際教育協会
事業部日本語・統一試験課
〒１５３‐８５０３東京都目黒区駒場４‐５‐２９
TEL ：＋８１‐３‐５４５４‐５２１５

：＋８１‐３‐５４５４‐５２３５
ホームページ：
http : //www.aiej.or.jp/
index２.html

日本語教育事情報告編
『世界の日本語教育』第５号発刊

日本語国際センターが編集・発行して
いる日本語教育事情報告編「世界の日本
語教育」の第５号が発刊されました。こ
の事情報告編は、各国の日本語教育の動
向や教育現場での実践を紹介するために
隔年発行しているものです。第５号では、
韓国、中国、インドネシア、オーストラ
リア、米国、ブラジルの状況について日
本語教師養成・教師研修を中心に報告す
るほか、各国から投稿されたレポートを
掲載しています。
なお、本報告編は国内外の主要な日本
語教育機関に寄贈されるほか、市販（定
価２，２００円）もしておりますのでどうぞ
ご利用ください。
市販についての問い合わせ先：
�凡人社
〒１０２‐００９３東京都千代田区平河町１‐

３‐１３菱進平河町ビル８階
TEL：＋８１‐３‐３２６３‐３９５９
FAX：＋８１‐３‐３２６３‐３１１６

ジャカルタ日本語センターが
ニューズレター発行

休刊中だったジャカルタ日本語セン
ターのニューズレターが、『EGAO』と
いう新しい名前で、今年１月から発行を
再開しました。
『EGAO』は、１、４、７、１０月の年４回
の発行で、インドネシアの日本語教育機
関に無料で配布しています。
お問い合わせは下記までお願いします。
Pusat Kebudayaan Jepang
Bagian Bahasa Jepang
（The Japan Foundation Jakarta
Language Center）
Summitmas I,２‐３F
Jalan Jenderal Sudirman, Kav．
６１‐６２
Jakarta Selatan１２１９０，Indonesia
TEL：＋６２‐２１‐５２０‐１２６６
FAX：＋６２‐２１‐５２５‐１７５０

『日本語国際センター』ホームページ
－アドレスと内容が変わりました－

日本語国際センターのホームページの
アドレスが変わりました。新アドレスは、
http：//www.jpf.go.jp/j/urawa（和文）と、
http：//www.jpf.go.jp/e/urawa（英文）
です。
また、センターが制作を支援した各国
の日本語教材を国別にまとめた「日本語
教材制作助成・日本語教育フェローシッ
プ成果教材一覧」やセンターからの最新
情報をまとめた「お知らせ」のコーナー
が加わり、内容も充実しました。
世界各地の日本語教師会のホームペー
ジとリンクを張るなど今後もよりよい
ホームページ作りを目指していきます。
ご意見や情報をお寄せください。

����������������������������������������������������������

� 編編編編編編編編編編編編編編編編編編編 集集集集集集集集集集集集集集集集集集集 部部部部部部部部部部部部部部部部部部部 かかかかかかかかかかかかかかかかかかか ららららららららららららららららららら �

前号で実施したアンケートには、たく

さんの回答をいただき、どうもありがと

うございました。

『日本語教育通信』の読者は、国も、

所属機関の性格も、日本語を教える対象

も本当に様々ですので、全ての記事が役

に立つとは限りませんが、「この部分は

役に立つ、参考になる」と思っていただ

ける記事が少しでも増えるよう、アン

ケートのご意見を参考にさせていただき

たいと思います。

また、読者の皆さんも、送られてきた

『通信』を他の先生も読めるような場所

に置いていただくなど、少しでも多くの

方に読まれるようにご協力いただければ

幸いです。

日本語国際センターは、今年で開設１０

周年を迎えます。１０周年記念のシンポジ

ウムなども行われる予定ですが、『日本

語教育通信』は、９月発行の３５号を「１０

周年記念号」としてお送りする予定です。

（情報交流課 田中 伸一）

＊編集部では、『日本語教育通信』に対

するご意見や皆さんの学校の状況など

を書いたお手紙をお待ちしています。

＊この欄にふさわしい情報やニュースがありましたら、下記までお寄せください。

国際交流基金日本語国際センター情報交流課

〒３３６‐０００２埼玉県浦和市北浦和５‐６‐３６

Research and Information Division, The Japan Foundation Japanese-Language
Institute, Urawa, 6-36 Kita-Urawa 5-chome, Urawa-shi, Saitama 336-0002, Japan

『日本語教育通信』 第３４号
１９９９年５月発行

発行・編集 国際交流基金

日本語国際センター 情報交流課

〒３３６‐０００２埼玉県浦和市北浦和５‐６‐３６

The Japan Foundation

Japanese-Language Institute, Urawa

（6-36 Kita-Urawa 5 chome, Urawa-shi,

Saitama 336-0002, Japan）

TEL０４８‐８３４‐１１８４ FAX０４８‐８３０‐１５８８

E-Mail jfnckt@jpf.go.jp

編集協力
財団法人 国際文化交流推進協会

Assoc. ACE Japan (Japan Association for

Cultural Exchange)

◯C 1999 by The Japan Foundation

（表紙イラスト：村井宗二）

級別
受験者数（人）

A
認定者数（人）

B
認定率（％）
B／A

平均点
（４００点満点）

国

外

１級 ２２，５６６ ８，３０２ ３６．８ ２５８．５

２級 ２６，８６７ ７，０４６ ２６．２ ２０８．３

３級 ２８，３６２ １４，７５１ ５２．０ ２３９．５

４級 ２３，０９８ １０，４２４ ４５．１ ２２８．０

小計 １００，８９３ ４０，５２３ ４０．２ －

国

内

１級 １７，５１６ ８，３１９ ４７．５ ２６９．２

２級 ５，６４２ ２，０５４ ３６．４ ２２１．３

３級 ４，０１４ ２，８７６ ７１．６ ２７２．３

４級 ２，３２０ １，６６０ ７１．６ ２６９．１

小計 ２９，４９２ １４，９０９ ５０．６ －

合 計 １３０，３８５ ５５，４３２ ４２．５ －
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